
中
晩
唐
五
代

の
詩
格

の
背
景

に

つ
い
て

愛

甲

弘

志

一 

は

じ

め

に

中晩唐五代の詩格の背景について

 
詩
人

は
ど

の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ

る
の
か
。
人
が
詩
人
と
し
て
形
作

ら
れ

て
い
く
過
程
に
は
様

々
な
要
素
が
そ
れ
に
与

っ
て

い
る
。

例
え
ば
、
時
代
が
影
響

し
た
り
、
或

い
は
人
が
影
響
し
た
り
と
。

そ
し
て
ま
た
人

は
書
物

を
通

し
て
影
響

を
受
け

る
こ
と
が

で
き
る

の

で
あ

る
。
そ
れ
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
人

の
行
動
範
囲
を
超
え

て
、
異
な
る
時
代
、
異
な

る
空
間

へ
と
誘

っ
て
く
れ

る
、

は
な

は
だ
魅

力
的

に
し
て
影
響
力

の
あ
る
も

の
で
あ

る
。
因

っ
て
詩
人

の
文
学

の
内
実

を
知

ろ
う
と
す
れ
ば
、

そ

の
人
が
読

ん
だ
書
物
が
ど

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た
か
を
探
る

こ
と
か
ら
入
り
込

む
の
は
至

っ
て
有
効
な
手
だ
て
で
あ

ろ
う
。
更

に
は
そ

の
よ
う
な
書
物

を
通

し
て
そ

の

時
代
や
読
者
層
が
浮

か
び
上
が

っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿

で
は
中
晩
唐

五
代

の
詩
格

の
書
を
手
掛

り
に
、
そ
れ
ら
が
当
時

の
読
者
と
ど

の
よ
う

に
関

わ

っ
て
い
た
か
を
明
ら

か
に
し
、
併

せ
て
詩
格

か
ら
宋
代

の
詩
話

へ
と
繋
げ

し
め
た
要
因
を
論
じ

る
こ
と

に

よ

っ
て
、
詩
人
た
ち
に
と

っ
て
詩
格

の
書
を
持

つ
意
義
を
問

い
直

し
た

い
。
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二
 

読
書
人

の
青
少
年
期

の
学
習
歴
に
つ
い
て

 
白
楽
天
は
幼
少
期

か
ら

の
自
ら

の
勉
学
振

り
に

つ
い
て
、

か

の
有
名
な

「
元
九
に
与

ふ
る

の
書
」

で
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

 
 

五
六
歳

に
及
び
、
便

ち
詩

を
爲

る
を
學

ぶ
。
九
歳

に
し
て
聲
韻

を
暗
識
す
。
十
五
六
に
し
て
始

め
て
進
士
有

る
を
知

り
、

苦
節
し

 
 

て
讃
書
す
。

二
十
已
來
、
書

に
は
賦
を
課
し
、
夜

に
は
書

を
課
し
、
間

に
又
た
詩
を
課
し
、
寝

息
す
る
に
逞
あ
ら
ず
。
以

て
口
舌

 
 

に
瘡

を
成

し
、
手
肘

に
脂

を
成
す

に
至
る
。
既

に
肚
な

る
も
膚
革
豊
盈

な
ら
ず
、
未
だ
老

い
ざ
る
に
歯
髪
早

に
衰
白

し
、
瞥
瞥

然

 
 

と
し
て
飛
蝿
垂
珠

の
眸
子
中

に
在

る
者

の
如
く
、
動
く

こ
と
萬

を
以
て
激

ふ
。
蓋

し
學

に
苦

し
み
文

に
力

む
る
を
以

て
致
す
所
、

 
 

又
た
自
ら
悲

し
む
な
り
。

 
 

及
五
六
歳
、
便
學
爲
詩
。
九
歳
暗
識
聲
韻
。
十
五
六
始
知
有
進
士
、

苦
節
讃
書
。

二
十
已
來
、
書
課
賦
、
夜
課
書
、
間
又
課
詩
、

 
 

不
逞
疲
息
 
。
以
至
干

口
舌
成
瘡
、
手
肘
成
胆
。
既

肚
而
膚
革
不
豊
盈
、
未
老
而
歯
髪
早
衰
白
、
瞥
瞥
然
如
飛
蝿
垂
珠
在
眸
子
中

 
 

者
、

動
以
萬
藪

。
蓋
以
苦
學
力
文
所
致
、

又
自
悲
 
。 
(
『白
氏
文
集
』
巻
二
十
七

「
與
元
九
書
」)

 

こ
の
引
用
文

の
す
ぐ
前

で

〈
僕

の
宿
習

の
縁
、

已
に
文
字

の
中

に
在
り
〉
と
言

い
切

る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
涙
ぐ

ま
し
い
努
力
と
無

縁

で
は
な

い
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
白
楽
天
に
限
ら
ず
、
当
時

の
士
大
夫

の
子
弟

た
ち
は
皆
、
間
違

い
な
く
同
じ
よ
う
な
学
習
歴

を
持

っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
九
歳
で
早
死

に
し
た
白
楽
天

の
子
供
、

白
幼
美

に

つ
い
て
も
次

の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

 
 
白
氏

の
下
蕩

を
幼

美
と

日
ひ
、
小
字

は
金
剛
奴
。

…
…
既

に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
恵

に
し
て
、
既

に
該

に
し
て
敏
な
り
。

七
歳

 
 

に
し
て
能
く
詩
賦
を
諦

し
、

八
歳

に
し
て
能
く
書

を
讃

み
、
琴

を
鼓

(
ひ
)
く
。
九
歳

に
し
て
不
幸

に
し
て
疾

に
遇
ひ
夫
す
。

 
 

白
氏
下
蕩

日
幼
美
、
小
字
金
剛
奴
…
…
既
生
而
恵
、
既
該
而
敏
。
七
歳
能
論

詩
賦
、
八
歳
能
讃
書
、
鼓
琴
。
九
歳
不
幸
遇
疾
夫
。

 
 

(『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
五

「
唐
太
原
白
氏
之
膓
墓
誌
銘
井
序
」)
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、

 
当

時

の
習

い
に
従

っ
て
、
彼

等
は
貢

挙

の
試
験

を
目
指
す

べ
く
教
育

さ
れ
て

い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
勉
学
振

り
と
聡
明
さ
を

こ
の

よ
う

に
誇

ら
し
げ

に
語

る
の
は
宜
な
る
こ
と
で
あ

る
。

 

し
か
し
膨
大

な
詩
文

を
残

し
て

い
る
彼
等
が
、
自
ら

の
幼
少
期

の
細
部

に
ま
で
語
る
こ
と

は
驚
く

ほ
ど
少
な
く
、
そ

の
読
書
体
験

に

関
す

る
記
録
も
殆
ど
無

い
。
次

の
晩
唐

の
皮

日
床

の
記
事

ぽ
そ

の
稀
有

な
例
と

い

っ
て
も
よ

い
。

余
、
童

た
り
て
郷
校

に
在
り
し
時
、
簡
上

に
杜
舎

人
牧
之

の
集
を
抄

し
、 

「
進
士
嚴
憧

に
與

ふ
」
詩
有

る
を
見

る
。
後

に
呉

に
至

り
、

一
日
、
客
有

り
て
曰
く
、
嚴
某
と
。
余
、
其

の
名

を
志
す

こ
と
久
し
。
遽

か
に
文
を
懐
き

て
造
ら
る
。
是

に
於

て
得

る
を
樂

し
み
禮
し
て
之
を
観
れ
ば
、
其

の
爲

る
所

は
七
字

に
工
に
し
て
、
往
往
に
し
て
清

便
柔
媚

な
る
も

の
有

り
て
、
時

に
常
軌

を
軟
骸

す
べ
し
。
其

の
佳
き
者

に
曰
く

く
春
光
再
再
と
し
て
何
れ

の
庭

に
か
蹄
せ
ん
と
す
、
更

に
花
前

に

一
杯

を
把
る
。
蓋

日
花

に
問

へ

ば
花
語
ら
ず
、
誰

の
爲

に
か
零
落

し
誰

の
爲

に
か
開

か
ん
〉
と
。
余
、
之

を
美

め
て
調

し
て
未
だ
嘗

て
怠
ら
ず
。
生
、
進

士
に
學

げ

ら
れ
、
亦

た
十
鯨

た
び
計
僧
す
。
余
、
方

に
之

を
冤
む

に
、
寛

に
時
を
得

た
る

こ
と
有

り
と
謂
ひ
し
を
。
未
だ
幾
な
ら
ず

し
て

中晩唐五代の詩格の背景について

呉

興

に
蹄

り
、
後

爾

月

(原
注
、
威
通
十

一
年
也
)
、

雪
人

至

り

て
云

へ
り
、

生
、

疾

を
以

て
所

居

に
亡
く

な

り
き

。

に
詞

を
以

て
士

大
夫

に
聞

こ
ゆ

る
も
、

寛

に
名
あ

ら
ず

し
て
逝

け

り
。

量

に
止

に
此

に
て
浬

没

せ

ん
や
。

あ

あ

、

生

、

徒

余
爲
童
在
郷
校
時
、
簡
上
抄
杜
舎

人
牧
之
集
、
見
有

「
與
進
士
嚴
一陣
[
詩
。
後
至
臭
、

一
日
有
客

日
、
嚴
某
。
余
志
其
名

久
 
。

遽
懐
文
見
造
。
於
是
樂
得
禮
而
観

之
、
其
所
爲

工
於
七
字
、
往
往
有
清
便
柔
媚
、
時
可
軟
骸

於
常
軌
。
其
佳
者
曰

く
春
光

再
再
蹄

何
慮
、
更
向
花
前
把

一
杯
。

壼

日
間
花
花
不
語
、

爲
誰
零
落
爲
誰
開
〉
。
余
美
之
誠
而
未
嘗

怠
。
生
學
進
士
、
亦
十
鯨

計
僧
。
余

 
方
冤
之
、
謂
乎
寛
有
得
於
時
也
。
未
幾
蹄
呉
興
、
後
爾
月

(原
注
、
威
通
十

一
年
也
)
、
誓
人
至
云
、
生
以
疾

亡
於
所
居
 
。
億

、
生

 
徒
以
詞
聞
於
士
大
夫
、
寛

不
名
而
逝
。
豊
止
此
而
浬
没
耶
。 

(『松
陵
集
』
巻
八

皮
日
休

「
傷
進
士
嚴
子
重
詩
井
序
」)

皮

日
休

の
生
卒
年

に

つ
い
て
は
諸
説
有

る
が
、

威

通
七
年

(八
六
六
)
に
貢
挙
を
受
験

し
不
合
格

に
な

っ
て

い
る
こ
と

か
ら
、

こ
こ
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で
は

〈
余
爲
童
在
郷
校
時
〉
が

そ
れ
以
前

の
こ
と
で
あ

っ
た

こ
と
、

そ
し
て
厳
憧

に

つ
い
て
は
原
注
に
明
示
さ
れ

る
よ
う

に

〈
威
通
十

一
年

(
八
七
〇
)
〉

に
亡
く
な
る
ま

で
何
度
も
中
央
試
験

(省
試
)
に
臨

ん
だ
と

い
う

こ
と
が
確
認

で
き
れ
ば

よ

い
。

一
方
、
皮

日
休

に

詩
を
書
写
さ
れ
た
杜
牧

(杜
舎
人
牧
之
)
は
大
中

六
年

(
八
五
二
)
頃
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、

そ
う
す

る
と

杜
牧

の
晩
年
と

皮
日
休

の
幼

少
期
が

重
な
る
の
は
間
違

い
な

い
で
あ

ろ
う
。

こ

こ
で
皮

日
休
が

見
た
と

い
う

「
進
士
厳
慨

に
与

ふ
」
詩

は
、
現
行

の

『
焚

川
外
集
』

に
牧

め
る

「
厳
憧
秀
才

の
落
花

に
和
す
」

詩

で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

こ
の
厳
憧
な
る
人
物

に

つ
い
て
杜
牧

は
ま
た
次

の
よ
う

な
記
事

を
残

し
て

い
る
。

會

昌

五
年

(
八
四
五
)
十

二
月
、

某

、

秋

浦

(
池
州
)
よ

り
桐

盧

(睦
州
)

を
守

ら

ん
と

し

…
…
後

四
年
、

呉

興

(湖
州
)
を
守

り
、

因
り

て
進

士
嚴
揮
と
鬼
神

の
事

に
言
及
す
。

…
-
大
中

五
年

(
八
五

一
)
辛
未
歳

五
月

二
日
記
す
。

 
 

會
昌
五
年
十

二
月
、
某
自
秋
浦
守
桐
盧

…
…
後

四
年
、
守
呉
興
、
因
與
進
士
嚴
憧

言
及
鬼
神
事
。
…
…
大
中

五
年
辛
未
歳

五
月

二

 
 

日
記
。 

(『
焚
川
文
集
』
巻
九

「
唐
故
進
士
襲
昭
墓
誌
」)

 
こ
れ
を
見

る
と
、

嚴
憧

は
杜
牧

の
最
晩
年
期
に
交
流
が
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
前
掲

の
皮

日
休

の
序
文

に
引
用
す
る
杜
牧

の

「
進

士
厳
揮

に
与

ふ
」
詩
が
作

ら
れ
た

の
も

こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

 
杜
牧

の
集
を
見
た
、
そ

の
頃
、
皮

日
休

は
地
方

の
裏
陽

に
居
た
。
彼
が
ほ
ぼ
時
代
が
重
な
る
杜
牧

の
集
を
、
そ

の
中

に
は
前
述

の
如

く

か
な
り
新
し

い
詩
も
含
ま
れ
て

い
た
の
だ
が
、

そ
れ

を
見
た
と

い
う

こ
と

か
ら
、

こ
の
時
代

の
情
報

の
伝
播

の
有

り
様
が
知

ら
れ

る

よ
う

で
興
味
深

い
も

の
が
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目

し
て
お
き

た

い
の
は
、
彼
が

〈
郷
校
〉
と

い
う
場
所
で
杜
牧

の
集
を
書

き
写
し

て
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。
皮

日
休
が
郷
校

で
学

ん
で
い
た
と

い
う

こ
と

は
、
勿
論
、
貢
挙

を
目
指

し
て

の
こ
と

で
あ

る
が
、

そ
こ

で
或

る
人

の
詩
集
が
作
詩

の
為

の
参
考
文
献

に
な

っ
て
い
た
と

い
う
、

そ

の
学
習
歴

を
具
体
的

に
語

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
郷
校

と
は

『
唐
会
要
』
巻

三
十
五

「
学
校
」

に
記
さ
れ
る
州
学

や
県
学

の
こ
と

で
、
先

に
掲
げ

た

「
元
九

に
与

ふ
る
の
書
」

に
も
言
及
が
あ

る
。
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中晩唐五代の詩格の背景について

又

た
昨
ご

ろ
漢
南
を
過
り
し
日
に
、

適

ま
主
人

の
衆
樂

を
集

め
、

他
賓

を
娯

し
ま
し
む
る
に
遇

ふ
。

諸
妓
、

僕
が
來

た
る
を
見

て
、
指

さ
し
て
相

ひ
顧

み
て
曰
く
、
此
れ

は
是
れ

「
秦
中
吟
」
 
「
長
恨

歌
」

の
主
な
り
と
。
長
安
よ
り
江
西

に
抵
る
ま
で
三
四
千

 
 

里
、

凡
そ
郷

校

・
佛
寺

・
逆
旅

・
行
舟

の
中
、
往
往
に
し
て
僕

の
詩

を
題
す

る
者
有

り
。
士
庶

・
僧
徒

・
嬬
婦

・
威
女

の
口
に
、

 
 

毎
毎
僕

の
詩
を
詠
ず

る
者
有
り
。
此
れ
誠
に
雛
贔

の
戯

に
し
て
、
多
と
爲
す

に
足
ら
ず
。

 
 

又
昨
過
漢
南
日
、
適
遇
主
人
集
衆
樂
、
娯
他
賓
。
諸
妓
見
僕
來
、
指
而
相
顧

日
、
此
是

「
秦
中
吟
」
 

「
長
恨

歌
」
主
耳
。
自
長
安

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  へ

 
 

抵
江
西
三
四
千
里
、
凡
郷
校

・
佛
寺

・
逆
旅

・
行
舟
之
中
、
往
往
有
題
僕

詩
者
。
士
庶

・
僧
徒

・
嬬

婦

・
威
女
之

口
、

毎
毎
有
詠

 
 
僕

詩
者
。
此
誠
雛
蒙
之
戯
、
不
足
爲
多
。 

(『
白
氏
文
集
』
巻
二
十

「
與
元
九
書
」)

 

元
和
十
年

(
七
九
五
)
、
都
、

長
安
か
ら
江
州

司
馬

へ
と
左
遷
さ
れ
た

白
楽

天
は

道

々
に
彼

の
詩
が

書
き

つ
け
ら
れ
た
り
、
 
口
ず

さ

ま
れ
て

い
た
り
す

る
の
を
目

の
当

た
り
に
す

る
。
様

々
な
階
層

の
人

々
に
支
持

さ
れ
て
い
た
白
楽

天

の
詩

は
、

こ
こ
に
記
さ
れ
る

「秦

中
吟
」

や

「
長
恨
歌
」
以
外

に
、

彼

み
ず

か
ら
感
傷
詩

や
雑

律
詩
と
呼
び
、

或

い
は
世
間

か
ら

元
和
体

と

称
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た

が
、
具
体

的
に
何
と

い
う
詩

で
あ

っ
た

か
は
そ
れ
以
上
語

っ
て

い
な

い
。

し
か
し
こ
こ
で
も
そ

の
よ
う
な
詩
が

〈
郷
校
〉

の
壁

に
も
書

き

つ
け

て
あ

っ
た
と

は
、
郷
校

で
学
ぶ
者
た
ち
と
詩
を
結

ぶ
も

の
と

し
て
、

ま
た
そ
れ
ら
が
作
詩

の
為

の
手
本

で
も
あ

っ
た
こ
と
を
彷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

彿

と
さ
せ
る
よ
う
で
、

至

っ
て
貴
重
な
記
録

と
成
り
得

て
い
る
。

 

こ
の
よ
う

に
貢
挙
を
目
指
す
若
者
た
ち
が
具
体
的

に
誰

の
詩

を
参
考

に
し
た
と

い
う

こ
と
を
語

っ
て
い
な

い
こ
と
が
、
本
稿

で
述

ぺ

よ
う
と
す
る
詩
格

の
書

の
背

景
を
見
え

に
く
く

し
て
い
る
が
、

し
か
し
詩
文
を
作

る
に
あ

た

っ
て
、
そ

の
準
的
と
な
る
べ
き

も

の
が
切

に
求

め
ら
れ

て
い
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、

ま
た
そ
れ

は
次

の
資
料

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
貞

元
十

一
年

(七
九
五
)
、

韓
愈

は

求
職

の
為

に
宰
相

に
奉

っ
た
書

に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

而
う

し
て
方

に
聞
く
國
家

の
仕
進
者
、
必
ず
州
縣

よ
り
學
げ
ら
れ
、

然
る
後

に
禮
部
吏

部
に
升

せ
ら
れ
、
之
を
試

み
る
に
繍
絶
雛

5



琢

の
文
を
以

て
し
、
之

を
考

ふ
る
に
聲
勢

の
逆
順

・
章

句

の
短
長
を
以
て
す
。
其

の
程
式
に
中

た
る
者
、
然
る
後

に
下
士

の
列

に

6

從

ふ

を
得

。

而
方
聞
國
家
之
仕
進
者
、

必
學
於
州
縣
、

然
後
升
於
禮
部
吏
部
、

試
之
以
繍
絶
雛
琢
之
文
、

考
之
以
聲
勢
之
逆
順

・
章
句
之
短

長
、
中
其
程
式
者
、
然
後
得
從
下
士
之
列
。

(『東
雅
堂
昌
黎
集
註
』
巻
十
六

「
上
宰
相
書
」)

詩
文
創
作

の
規
則
に
適

っ
た

〈
程
式
〉

は
手
本

を
必
要
と
さ
れ

る
。
唐

の
趙
隣

の

『
因
話
録
』

は
次

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

 
韓
文
公
と
孟
東
野
と

は
友
善

た
り
。
韓
公

の
文

は
至
高

に
し
て
、
孟

は
五
言
に
長
じ
て
、
時

に
孟
詩

・
韓
筆
と
號
す
。
元
和
中
、

 
後
進
は
韓
公
を
師
匠
と
し
、
文
膣
大

い
に
攣
ず
。
又
た
柳
柳

州
宗

元

・
李
尚
書
覇

・
皇
甫
郎
中
提

・
漏
磨
事
定

・
祭
酒
楊
公

・
余

の
座
主
李

公
、
皆
高
文

を
以

て
諸
生

の
宗

と
す
る
所
と
爲
り
、
而

し
て
韓

・
柳

・
皇
甫

・
李
公
皆
後
學

を
引
接
す

る
を
以

て
務
と

爲
す
。
…
…
又
た
元
和
よ
り
以
來
、
詞
翰
兼

ね
て
奇
な
る
者
、
柳
柳
州
宗
元

・
劉

尚
書
禺
錫

及
び
楊
公
有
り
。
劉

・
楊

二
人
詞
翰

の
外
、
別

に
篇
什

に
精

し
。
又
た
張
司
業
籍

は
歌
行
を
善
く

し
、
李
賀

は
能
く
新
樂
府
を
爲

り
、
當
時
歌
篇
を
言

ふ
者
、
此

の
二

人
を
宗
と
す
。
李
相
國
程

・
王
僕
射
起

・
白
少
傳
居
易
兄
弟

・
張
舎
人
仲
素
、
場
中
詞
賦

の
最

と
爲
り
、
程
式

を
言

ふ
老
、
此

の

五
人
を
宗
と
す
。

韓
文
公
與
孟
東
野
友
善
。
韓
公
文

至
高
、
孟
長
於
五
言
、
時
號
孟
詩

・
韓
筆
。
元
和
中
、
後
進
師
匠
韓
公
、
文
膿
大
攣
。

又
柳
柳

州
宗
元

・
李
尚
書
覇

・
皇
甫
郎
中

提

・
凋
砦
事
定

・
祭
酒
楊
公

・
余
座
主
李
公
、
皆
以
高
文

爲
諸
生
所
宗
、
而
韓

・
柳

・
皇
甫

・

李

公
皆
以
引
接
後
學
爲
務
。
…
…
又
元
和
以
來
、
詞
翰
兼
寄
者
、
有
柳
柳
州
宗
元

・
劉
尚
書
禺
錫
及
楊
公
。
劉

・
楊

二
人
詞
翰
之

外
、

別
精
篇
什
。

又
張
司
業
籍
、
善
歌
行
、
李
賀
能
爲
新
樂

府
、
當
時
言
歌
篇
者
、
宗
此

二
人
。
李
相
國
程

・
王
僕

射
起

・
白
少

傳

居

易
兄

弟

・
張

舎

人

仲
素
、

爲

場

中

詞
賦

之

最
、

言

程
式

者
、

宗

此

五

人
。

(
『因
話
録
』
巻
三

「
商
部
下
」
)

こ

こ
か
ら

元
和

・
長

慶
年

間
あ

た
り

の
様

々
な

ジ

ャ

ン
ル

の
旗

手
が

手

本

と

さ
れ

て

い
た

こ
と
が

判

る
が

、

特

に
最

後

の
く

だ
り

、



李

程
を
始

め
五
人

の
詩
賦
が
貢
挙

の

〈
程
式
〉
と

さ
れ
た
と
記

し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

島

に

つ
い
て
次

の
よ
う
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
残

し
て
い
る
。

五
代

の
王
定
保

の

『
唐
撚
言
』

に
も
質

質
島

は
程
式

に
善

か
ら
ざ
れ
ば
、

毎

に
自
ら

一
幅
を
畳
み

て
、

舗

を
巡
り
て
人

に
告
げ

て
曰
く
、

原
夫

の
輩
、 

一
聯

を
乞

は
ん

と

。

質

島

不

善

程
式
、

毎

自

鍾

一
幅

、

巡
舗

告

人

日
、

原

夫

之
輩

、

乞

一
聯

。 

(『唐
撫
言
』
巻
十
二

「
輕
佛
」
)

三
 
中
晩
唐
五
代
期

の
詩
格

の
書

に
つ
い
て

中晩唐五代の詩格の背景について

 
貢
挙

の
試
験

の
為

に

〈
程
式
〉
が

必
要

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
受
験
生

た
ち
が
実
際
に
有
名
な
作
者

の
詩
文

を
手
本
と

し
て
い
た
こ
と

は
先

の
資
料

に
見
た
が
、
貢
挙
と

い
う
制
度

は
作
詩
、
作
文

の
為

の
作
例
指
南
書
ま
で
も
生
み
だ
し
た
。
所
謂
、
詩
格

に
関
す

る
、

一

連

の
書
が

こ
れ
と
大

い
に
関

わ
る
。

こ
こ
で
い
う
詩
格

の
書
と

は
、
詩

に
限
ら
ず

、
賦
、
或

い
は
耕

文
ま
で
も
含

め
た
解
説
書
と

い
う

意
味

で
用

い
る
が
、

こ
の
研
究

は
早
く

は
羅
根
澤
氏
な
ど
が
手
掛
け
、

近
年

は
張
伯
偉
氏
が

『
全
唐
五
代
詩
格
校
考
』

を
、

続
け

て

『
全
唐
五
代
詩
格
彙
考
』

を
上
梓

し
て
お
り
、
書
誌
学
的
研
究

に
も

細
心

の
注
意
を
払

っ
た
こ
れ
ら

の
業
績

は
詩
格
研
究
、

ひ

い
て
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
国
詩
学
研
究

に
多
大
な
貢
献

を
成
し
て
い
る
。
本
論
も
そ

の
成
果

に
拠

る
も

の
が
少
な
く
な
く
、
今
、
前
掲

の
張

氏

の
書

に
拠

っ
て

現
存
す

る
中
晩
唐
五
代
期

の
詩
格

の
書
名
及
び
そ

の
作
者

を
掲
げ
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

 
 
①

『
詩
議
』
 

 

 

 

絞

然

(七
二
〇
1
七
九
八
?
)

 
 
②

『
詩
式
』
 

 

 

 

鮫

然

(七
二
〇
1
七
九
八
?
)

 
 
③

『
金
鍼
詩
格
』
又
名

『
金
鍼
集
』
 

奮
題
白
居
易

(
七
七
二
ー
八
四
六
)

 
 
④

『
文
苑
詩
格
』
 

 

 
奮
題

白
居
易

(七
七
ニ
ー
八
四
六
)
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⑤

『
二
南
密

旨
』
 

 

 
蕾
題
質
島

(
七
八
〇
ー
八
四
三
)

 
⑥

『
爽
穀
子
詩
格
』
 

 

王
叡

(宣
宗
、
僖
宗
時
人
)

⑦

『
縁
情
手
鑑
詩
格
』
 

李
洪

宣

 
⑧

『
新
定
詩
格
』
 

 

 
鄭
谷

(八
五

一
?
1
九

一
〇
?
)
齊
己

(
八
六

一
-
九
四
〇
?
)
・
黄
損

 
⑨

『
風
騒
旨
格
』
 

 

 
僧
齊
己

(
八
六

一
ー
九
四
〇
?
)

 
⑩

『
流
類
手
鑑
』
 

 

 
僧
虚
中

 
⑪

『
雅
道
機
要
』
 

 

 
徐
責

(
五
代
)

 
⑫

『
風
騒
要
式
』
 

 

 
徐
街

(
五
代
)

張
氏

の
前
掲

の
書

は
更
に

「
全
唐
五
代
詩
文
賦
格
存
目
考
」

を
附
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
実
態
と
し
て
は
歴
代

の
書
目

に
も
載
ら

な

い
も

の
が

相

当
数

あ

っ
た

こ
と

は
疑

い
な

い
。

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ
れ
ら
詩
格

の
書
が
貢
挙
に
強

い
影
響

を
与
え

た
こ
と
は
、
次

の
資
料
か
ら
窺

い
知

後
唐

の
明
宗

の
長
興
元
年

(九
三
〇
)

…
…
十

二
月
、

毎
年
貢
畢
人

の
試

み
ら
る
る
所

の
詩
賦
多
く
膿
式

に
依
ら
ざ
れ
ば
、
中
書

奏
請
す
ら
く

、
翰
林
院

に
下
し
て
、
學

士
に
命

じ
詩
賦
各

の

一
首
を
撰
ば

し
め
、
貢

院
に
下

し
以

て
學

人

の
模
式

と
爲
さ

ん
と
す

。

學

士
院
奏

す
ら
く
、
伏

し
て
以
ふ
に
物

を
豊

し
情

に
縁
り
、

文
士
各

の
其

の
工
拙

を
推

し
、
材

を
倫
び

て
藝

を
校
ぶ
る

に
、
詞
場

素

よ
り
其

の
規
程
有

り
。
凡
そ
策
名

に
務
む

る
に
は
合

に
常
式

に
遵

ふ
べ
し
。
況
ん
や
聖
君

の
御
宇
奥
學
朝

に
盈

ち
、
償
令
其

の

規
模
を
明
示
す
と
も
、
或

ひ
は
衆

の
其

の
減
否
を
貼
さ

ん
こ
と
を
慮
る
。
歴
代
作
者

は
、
範

を
垂

れ
て
相

ひ
傳

へ
て
、
將

に
彼

の

微
鍛
を
絶
え
ん
こ
と
を
期
す
れ
ば
、
未

だ
其

の
奮
制
を
學
ぐ

る
に
若
か
ず
。
伏

し
て
乞

ふ
に
所
司
に
下

し
て
、

『
詩
格
』

『
賦
福
』

に
依

り

て
、

進

士

を
考

試

せ
ん

こ
と

を
。
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後
唐
明
宗
長
興
元
年

(九
三
〇
)
…
…
十

二
月
、

毎
年
貢
學
人
所
試
詩
賦
多
不
依
膿
式
、
中
書
奏
請
下
翰
林
院
、

命
學

士
撰
詩
賦

各

一
首
、
下
貢

院
以
爲
學

人
模
式

。
學

士
院
奏
、
伏
以
膿
物
縁
情
、
文

士
各
推
其

工
拙
、
倫

材
校
藝
、
詞
場
素
有
其
規
程
。
凡
務

策
名
合
遵
常
式
。
況
聖
君
御
宇
奥
學
盈
朝
、
熊
令
明
示
其
規
模
、

或
慮
衆
胎
其
戚
否
。

歴
代
作
者
、

垂
範
相
傳
、

將
期
絶
彼
微

中晩唐五代の詩格の背景について

 
 
環
、

未
若
學

其
奮
制
。
伏
乞
下
所
司
、
依

『
詩
格
』
 
『
賦
福

』
、
考
試
進
士
。

(『珊
府
元
亀
』
巻
六
百
四
十
二

「
貢
學
部

・
條
制
第
四
」)

 

こ
の
資
料
が
語
る
時
代

は
唐

の
後

の
五
代

(後
唐
)
で
は
あ
る
が
、

毎
年

の
貢
挙

で
科

さ
れ

る
詩
や
賦
が

〈
盤
式
〉

に

依
ら
な

い
た

め
、
翰
林
学
士

に
詩
賦
を
作
ら

せ
て
受
験
生

の

〈
模
式
〉

に
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
ま
た

『
詩
格
』

や

『
賦
福
』

に
依
拠
し

て
進
士

を
試
験

し
た

こ
と
な
ど
、
当
時
、
如
何

に
規
範
と

い
う
も

の
が

な
け
れ
ば
詩
や
賦

を
作
る

こ
と
、
ま
た
そ

の
良

し
悪

し
を
評
価

す
る

こ

と
が
難

し
か

っ
た
か
を
知

る
こ
と
が

で
き

る
。

こ
こ
に
引
用
す

る

『
詩
格
』
の
作
者
が
誰

で
あ
る
か
は
定

め
が

た
い
が
、
『
賦
福
』

の
作

者

は
、
前
掲

の
趙
燐

の

『
因
話
録
』

に
も
そ

の
作
品
が
受
験
生

た
ち
に
よ

っ
て

〈
程
式
〉
と
目
さ
れ

た
、
張
仲
素

で
あ

ろ
う

(『新
唐
書
』

巻
六
十

「
藝
文
志

・
文
史
類
」
等
)
。

 
以
上
、
詩
格

の
書
が
貢
挙
と
如
何

に
大
き
く
関

わ

っ
て
い
た

か
が
知

ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

は
じ
め
か
ら
貢
挙
と
歩

み
を

同
じ
く
し
て

い
た
わ
け

で
は
な

い
。
例
え
ば
、
絞
然

の

『
詩
式
』
 
「
中
序
」

に
は
、
六
朝
、
梁

の
沈
約

の

『
品
藻

(詩
格
)』

な
る
書

に

言
及

し
て
い
る
が
、
貢
挙

の
制
度

に
先
立

っ
て
既

に
こ
の
よ
う

な
書
が
存
在

し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
そ
れ

は
純
粋

に
詩

の
格

律

を
究

め
ん
と
す
る
者

の
た
め
に
作
ら
れ

た
の
で
あ

る
。
唐

の
開
成
三
年

(
八
三
八
)
か
ら
十
年

に
亘

っ
て
留
学

し
て

い
た
、

日
本

の
圓

仁

(慈
毘
大
師
)
も

『
開

元
詩
格
』

一
巻

(『
日
本
國
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』
)
や

『
詩
賦
格
』

一
巻

(『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』
)
を
持

ち
帰

っ
た

の
も
、

そ
れ
ら
が
異
国
人
に
と

っ
て
作
詩

の
為

の
貴
重
な
指
南
書
と
成

り
得

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
九
世
紀
末

に
成

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
、

藤
原
佐
世

の

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
も
詩
格

の
書

を
記
録

し
て
い
る
。

い
ま
関
連
す
る
箇
所

を
掲
げ

る
と
左
記

の
通

り
。

 
 

『
詩

口叩
』
一二
巻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 『
詩
評
』

六
盆値
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『
文
軌
』

十
巻
 
冷
泉
院

『
筆
札
華
梁
』

二
巻

『
文
章
膿
』
九
巻

『
文
章
膣
例
抄
』

一
巻

『
文
土早
儀
嗣式
』
 
一
{巻

『
文
章
要
決
』

一
巻

『
文
章

四
聲
譜
』

一
巻

『
詩
筆
農
』

一
巻

『
文
筆
要
決
』
 
一
巻
 
杜
正
倫
撰

『
囑
農
法
』

一
巻

『
詩
髄
脳
』

一
巻

『
詩
格
』
三
巻

『
寳
筐
』

一
巻

『
大
唐
文
章
博
士
嫌
吾
文
筆
病
書
』

『
文
音
病
』

一
巻

『
文
章
故
事
』

一
巻

『
八
病
詩
式
』

一
巻

『
百
囑
篇
』

一
巻
 
樂
法
藏
撰

一
巻

『
文
軌
抄
』
六
巻

『
文
譜
』

十
巻
 
冷
泉
院

『
文
章
膣
例
』

一
巻

『
文
章
農
様
』

一
巻

『
文
章
膿
論
』
 
一
船苞

『
文
章
繹
雑

義
』

一
巻

『
文
章
式
』

一
巻

『
諭
膿
』

一
巻

『
文
筆
式
』

二
巻

『
四
聲

八
躰
』

一
巻

『
注
詩
髄
拶
』

一
巻

『
詩
病
膿
』

一
巻

『
文
筆
範
』
 
一
巻
 
王
孝
則

『
詩

八
病
』

一
巻

『
文
章
始
』

三
巻
 
冷
泉
院

『
詩
膿
』

七
巻

『
讃
異
躰
諸
詩
法
』

一
巻

『
文
場
秀
句
』

一
巻
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中晩唐五代の詩格の背景にっいて

 
 

『
古
今
詩
類
』

二
巻
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

『
文
儀

集
注
』

一
巻

 
 

『
唐
朝
新
定
詩
膿
』

一
巻
 
 

 
 

 
 

 
 

『
五
格

四
聲
』

一
巻

 
 

『
聖
謹
論
』
十

一
巻

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

『
累
玉
記

』

一
巻

 

こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
詩
格

の
書
が

「
小
學
家
」
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
録

の
分
類

は
小
長
谷
恵
吉

氏

の

『
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ

本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
』

に
拠
る
と
、

概

ね

『
晴
書
』
 
「
経
籍

志
」

を
踏
襲

し
て
い
る
と

い
う
。

こ
の
経
部
小
学
類

に
は
、

例
え

ば
、
許
愼

の

『
説
文
解
字
』

の
よ
う
な
字
書

や
、
劉
善
経

の

『
四
聲
指
蹄
』

の
よ
う
な
声
韻

に
関
す
る
も

の
も
属

し
て
い
る
が
、 

『
日

本
國

見
在
書
目
録
』
 
「
小
學
家
」

に
は
そ
う

い

っ
た
書

の
後

に
、

こ
の
よ
う

に
詩
格

の
書
も

並
べ
ら
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
れ
よ
り

先
、

九
世
紀
初

め
に
成

っ
た
、
空
海

の

『
文
鏡
秘
府
論
』
も
王
昌
齢

の

『
詩
格
』

や
咬

然

の

『
詩
議
』
な
ど
と
共
に
、 

『
調

四
聲
譜
』

や
劉

善
経

の

『
四
聲
指
蹄
』
と

い

っ
た
も

の
も
引
用
し
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
時
代
が
降

っ
て

『
新
唐
書
』
や

『
宋
史
』

で
は
詩
格

の
書

は
経
部
小
学
類
で
は
な
く
、
集
部
文
史
類

に
置

か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
分
類

の
差
異

は
詩
格

に
対

す
る
解

釈

の
差
異
で
あ

る
。
 
『
日
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  ヘ  ヘ  へ

國

見
在
書
目
録
』

で
詩
格

の
書
を

「
小
學
家
」

に
置

い
て
い
る

の
は
、

こ
の
目
録

の
分
類
自
体
が
中
国

の
も

の

(『晴
書
』

「
経
籍
志
」)

を

ほ
ぼ
踏
襲

し
て

い
る

の
で
あ
れ
ば
、
詩
格

の
書
を
こ

の
よ
う
に
分
類
す

る
、
よ
り
具
体
的
な
拠
り
所
と
成

り
得
る
も

の
が
や
は
り
中

国

に
有

っ
た
と
考
え

て
も
不
思
議

で
は
な

い
。
そ
し
て

『
文
鏡
秘
府
論
』
『
日
本
国
見
在

書
目
録
』
よ
り
後

に
、
詩
格

の
書

に
対
す

る
見

方

に
大
き
な
変
化
が
起

こ

っ
た
と

い
う

ふ
う

に

推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

羅
根
澤
氏
は
そ

の
著

『
中
國
文
學
批
評
史
』

の
中

に

「
詩

格
」
と

い
う
章

を
設
け
、

詩
格

の
隆
盛
が
初
盛
唐

と
、

晩
唐

五
代

か
ら
宋
代

の
初

め
の
二
つ
の
時
期

に
在

っ
た

こ
と
を

論
証

し
て
い

 

ゆ

る
。
張
伯
偉
氏
も
そ
れ
を
認

め
た
上
で

初
盛
唐

の
詩
格
が
詩
病
や

対
句
中
心

に

な

っ
て
い
る
が
、

そ
れ

は

ち

ょ
う
ど

律
詩

の
形
成

・

完
成
時
期

で
あ

り
、

ま
た
貢
挙
と
関
係
が
あ

る
か
ら
と

し
、
晩
唐
五
代

に

つ
い
て
は
多
く

の
詩
僧

た
ち
が
中
唐

の
絞
然

の

『
詩
式
』

の

影
響

を
受
け
、
形
式
的

に
は

〈
門
〉

を
発
明
し
、

理
論
的

に

は

〈
体
勢

(
張
力
)
〉
と

〈
物
象

(意

.
象
の
融
)〉

を
深
化
さ
せ
て

い

っ
た
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こ
と
を
論
証

し
て
い
る
よ
う

に
、
詩
格

に

つ
い
て
形
式
的
修
辞
的

な
も

の
か
ら
詩
歌

理
論
的
な
も

の

へ
と
そ

の
関

心
が
移

っ
て

い

っ
た

 
 
 
 
 

ゆ

こ
と
が
知
れ

る
。

こ
れ
と
前
述

の
詩
格

の
書

の
分
類

の
変
化
と
が
軌
を

一
に
し
て
い
る
と
見

る
こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
詩
格

の
理
論
的

な
問
題

に

つ
い
て
は
更
な
る
研
究
が
待

た
れ
る
が
、

そ
も

そ
も
晩
唐
五
代

の
詩
格

の
隆
盛
を
支
え
た
も

の
は

一
体
何

で
あ

っ
た

の
か
。

 

『
唐
詩
記
事
』

の

「
段
成
式
」

の
項

に
は
次

の
よ
う
な
記
事

を
載

せ
て
い
る
。

 
 

『
酉
陽
雑
狙
』

に
云

へ
り

(中
略
)
因
り
て
説

ふ
、

故
牛
相
公

(僧
儒
 
八
四
八
残
)
揚

州

に
て
秀
才
、

渕
季
逸

の
詩

の

〈
蜷

蛉

は

 
 
酔
裏

に
破
れ
、
蚊
蝶

は
夢
中

に
残

る
〉
と

云
ふ
を
賞
し
、
毎
坐
之
を
吟
ず
と
。

予
因
り
て
坐
客

に
請

ひ
て
各

の
近

日
の
詩

を
爲
る

 
 
者

の
佳
句

を
吟
ぜ

し
む
れ
ば
、

 
 
頁
島

の

〈
蕾
國
別
れ

て
多

日
、
故
人

に
少
年
無

し
〉

を
吟
ず

る
有

り
。 
(『
全
唐
詩
』
巻
五
百
七
十
二

「
旅
遊
」)
。

 
 
馬
戴

は

〈
獲

は
洞
庭

の
樹

に
暗
く
、

人

は
木
蘭

の
舟

に
在
り
〉
と
。
 
(同
書
巻
五
百
五
十
五

「
楚
江
壊
古
三
首
」
其

一
)
。

 
 
又
た

〈
骨
消
ゑ

て
金
鎌
在
り
〉
と
。 
(同
書
巻
五
百
五
十
五

「
塞
下
曲
二
首
」
其

一
)
。

 
 
僧
無
可

の

〈
河
來

り
て
塞

に
當

た
り
て
断

た
れ
、

山
遠
く

し
て
沙
と
平
か
な
り
〉

を
吟
ず

る
有
り
。

 
 

(同
書
巻
八
百
十
三

「
送
李
騎
曹
之
武
寧
」
※
同
書
巻
二
百
四
十
八
 
郎
士
元

「
送
李
騎
曹
之
鰻
武
寧
侍
」
)。

 
 
又
た

〈
門

を
開
け
ば
落
葉
深

し
〉

と
。 

(同
書
巻
八
百
十
三

「
秋
寄
從
兄
買
島
」
)。

 
 
張
砧

の

〈
河
流
側

に
關

に
譲

る
〉

を
吟
ず

る
有
り
。
 
(同
書
巻
十
八

「
入
關
」
※
同
書
巻
五
百
十

「
入
撞
關
」
)
。

 
 
又
た

〈
泉
聲

は
池
に
到
り
て
壼
く
〉
と
。
 
(同
書
巻
五
百
十

「
題
恵
山
寺
」
)
。

 
 
僧
霊
準

の
詩

〈
晴

に
看
る
漢
水

の
廣
き

を
、
秋

に
畳
ゆ
蜆
山

の
高
き

を
〉
を
吟
ず

る
有

り
。

 
 
朱
景
元

の

〈
塞
鴻

は
秋

に
先

ん
じ

て
去
り
、

邊
草
は
夏

に
入
り
て
生
ず
〉
を
吟
ず

る
有

り
。

 
 
余

は
上
都

の
僧
元
礎

の

〈
寺

は
隔

た
り
て
残
潮

去
る
〉
を
吟
ず

。
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中晩唐五代の詩格の背景について

 
 
又

た

〈
藥

を
采

り
て
泉
聲

を
過
る
〉
と
。

 
 

又
た

〈
林
塘
秋
半

の
宿
、
風
雨
夜

深
く

し
て
來

る
〉

と
。

 
 
余

は
蜀
中

の
客
寵
季
子
を
識
り
て
、
毎

に

〈
寒
雲
生

じ
て
満
ち
易
く
、
秋
草
長
ず

る
も
高
く

な
り
難

し
〉
を
云
ふ
。

 
 

『
酉
陽
難
姐
』

云

(中
略
)
因
説
故
牛
相
公
揚
州
賞
秀
才
劇
季
逸
詩
云

〈
蠕
蛉
酔
裏
破
、
蚊
蝶

夢
中
残
〉
、
毎
坐
吟
之
。
予
因
請
坐

 
 
客
各
吟
近

日
爲
詩
者
佳
句
、
有
吟
質
島

〈
蕾
國
別
多

日
、
故
人
無
少
年
〉
。
馬
戴

〈
援
暗
洞
庭
樹
、
人
在
木
蘭
舟
〉
、
又

〈
骨
消
金
鎌

 
 
在
〉
。
有
吟
僧
無
可

〈
河
來
当
塞
断
、

山
遠
與
沙
平
〉
、
又

〈
開

門
落
葉
深
〉
。
有
吟
張
砧

く
河
流
側
譲
關
▽
、

又

〈
泉
聲
到
池
蓋
〉
。

 
 
有
吟
僧
霊
準
詩

〈
晴
看
漢
水
廣
、
秋
畳
蜆
山
高
〉
。
有
吟
朱
景
元

〈
塞
鴻
先
秋
去
、
邊

草
入
夏
生
〉
。
余
吟
上
都
僧
元
礎

〈
寺
隔
残

 
 
潮
去
〉
、
又

〈
采
藥
過
泉
聲
〉
、
又

〈
林
塘
秋
半
宿
、
風
雨
夜
深
來
〉
。
余
識
蜀
中
客
瀧
季
子
、

毎

云

く
寒
雲
生
易
満
、

秋
草
長
難

 
 
高
V
。 

(『唐
詩
記
事
』
巻
五
十
七

「
段
成
式
))

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

 

こ
こ
に
引
く
段
成
式

(
八
六
三
残
)

の

『
酉
陽
難
組
』

の
記
事

は
現
行
本

に
は
見
え
な

い
が
、

こ
の
記
事

の
省
略

し
た
部
分

は
南
宋
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

曾
髄

の

『
類
説
』
巻
六
に
も

『
盧
陵
官

下
記
』
 
「
句
枝
」

と
し
て
類
似

の
文
を
載

せ
て
い
る
。

 
 
予
、
坐
客

の
聯
句

の
互
ひ
に
送
る
を
以
て
煩
と
爲

し
、
乃

ち
細
き
斑
竹

を
取

り
て
、
白
金
を
以
て
首

に
絡

め
る
こ
と
茶
爽

の
如
く

 
 
し
、

以

て
遽

ひ
に
聯
句
を
送
れ
ば
、

之

を
句
枝
と
謂

ふ
。

或

ひ
は
悪
韻

を
押
む
を
角

ひ
、

或

ひ
は
怨
茶
を
煎

て
八
韻

の
詩
を
爲

 
 
り
、
皆
之
を
雑
連
と
謂

ふ
。
若
し
不
朽
な
る
を
志

せ
ば
則

ち
客
を
汰
び
稔
韻
を
棟
び
、
得

る
所
無
け
れ
ば
輻

ち
已
み
、
之

を
苦
連

 
 
と
謂
ふ
。
句
句
共

に
平
聲

の
好
韻

に
し
て
僻
な
ら
ざ

る
者

を
押

み
、
竹
簡

に
書

し
、
之
を
牒
と
謂

ふ
。

 
 
予
以
坐
客
聯

句
互
送
爲
煩
、
乃
取

細
斑
竹
、
以
白
金
絡
首
如
茶
爽
、

以
遽
送
聯
句
、
謂
之
句
枝
。
或
角
押
悪
韻
、
或
煎
怨
茶
爲
八

 
 
韻
詩
、
皆
謂
之
雑
連
。
若
志
於
不
朽
、

則
汰
客
棟
稔
韻
、

無
所
得
輯
已
、

謂
之
苦
連
。

句
句
共
押
平
聲
好
韻
不
僻
者
、

書
於
竹

 
 
簡
、
謂
之
牒
。
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書
名

に
い
う

〈
盧
陵
〉
と
は
吉
州

の
治
所
で
、
段
成
式

は
大
中

元
年

(
八
四
七
)
か
ら
同

七
年

(
八
五
三
)
ま
で
そ

こ
の
刺
史
と

し
て
赴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

任

し
て
い
た
。

ま
た
先

の

『
唐
詩
記
事
』
に
牛
僧
儒
を

「
故
牛
相
公
」
と
記

し
て
あ
れ
ば
、

こ
の
話

は
更

に
大
中

二
年

(
八
四
八
)
か
ら
同

七
年

(
八
五
三
)
ま
で
の
事
と
限
定

で
き

る
。

こ
の
話

か
ら
段
成
式
が
日
常
的

に
坐
客
と
共
に
聯
句
を
作

っ
て

い
た
様
子
が
あ
り
あ
り
と

伝
わ

っ
て
く

る
。

聯
句
を

い
ち
い
ち
遣
り
取
り
す
る

の
が
面
倒
な

の
で
、

句

を
書
き

つ
け
た
竹
を
繋

い
だ
よ
う
な
も

の

(句
枝
)
も
考

 
 
 

⑬

案

し
た
り
、

ま
た
坐
客
と
や
や

こ
し
い
韻

(悪
韻
)
で
挑

ん
だ
り
、

お
茶
を
煎

る
間

に
八
韻

の
詩
を
完
成

し
た
り
も
し
た

(雑
連
)
。

ま

た
不
朽

の
名
句

を
と
思
え
ば
、

そ
れ

は
先
ず
相
手
と
穏
当

な
韻

(穏
韻
)
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、

句
が
思

い
浮

か
ば

な
け

れ
ば
そ
れ
ま
で
と

し
た

の
で
あ
る

(苦
連
)
。
平
声

の
ほ
ど

よ
い
韻

(平
声
好
韻
)
を
踏

ん
で

い
れ
ば
、
そ
れ
を
書
き
残
し
も
し
た

(牒
)
。

こ
れ
は
当
時

の
聯
句

の
有

り
様
を
知

る
上

で
恰
好

の
材
料
を
提
供

し
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
別

の
角
度

か
ら

こ
れ
を
見
れ
ば
、
本
論

で

問
題

に
し
て
い
る
詩
格
と
も
密
接

に
関
係
す

る
。

〈
悪
韻
〉

〈
穏
韻
〉

〈
平
声
好
韻
〉
と

い

っ
た
も

の
は
押
韻

に
つ
い
て
言

っ
て
お
り
、

〈
雑
連
〉
 
〈
苦
連
〉
 
〈
牒
〉

に
な
る
と

形
式
論

や
創
作
論

に
関

わ
る
事

で
あ

る
。

つ
ま
り

こ
れ

は
何
も
聯
句
に

限

っ
た

こ
と

で
は
な

く
、
大
き
く
詩

の
形
式
論

・
格

律
論

・
創
作
論

の
範
疇

に
入
る
も

の
で
あ

り
、
詩
格

の
書

の
中

で
論

じ
ら
れ
て
も
決
し
て
不
思
議

で
は

な

い
内
容

で
あ
る
。
段
成
式

は

〈
苦
連
〉

に

つ
い
て

〈
若

し
不
朽

な
る
を
志

せ
ば
則
ち
客

を
汰
び
穏
韻
を
棟

び
、
得
る
所
無
け

れ
ば
輯

ち
已

む
〉
と

い
う
が
、

こ
れ
は
例
え
ば
、

王
昌
齢

の

『
詩
格
』
 
(
空
海

『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
引
)

の

〈
夫
れ
文
章

を
作
る
に
は
、

但
だ

多
く
意

を
立

つ
。
左

に
穿

ち
右

に
穴

ほ
り

て
、
心
を
苦
し
め
智
を
端
く
し
さ
し
め
、
必
ず
須

ら
く
身

を
忘
れ

て
、
拘
束
す
べ
か
ら
ず
。

思

ひ
若

し
來

た
ら
ざ
れ
ば
、
帥

ち
須
ら
く
情

を
放

に
し
て
却

て
之

を
寛

に
し
、
境

を
生
ぜ
し
む
べ
し
。
然

る
後
境
を
以
て
之
を
照
ら
せ

ば
、
思

ひ
則

ち
便

ち
來

り
、
來

れ
ば
帥

ち
文
を
作
る
。
如

し
其

の
境
思
來

た
ら
ざ
れ
ば
、
作

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
〉
と

い
う

の
に
も
通

ず

る
創
作
論

で
あ

る
。

 

更

に
こ
の
資
料

で
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
当
時
、
坐
客
と

↓
緒

に
場

を
楽
し
ん
で
い
た
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、
そ

の

14



中晩唐五代の詩格の背景について

楽

し

み

の

一
つ
が
聯

句

だ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

坐

客

と

場

を
楽

し
む

こ
と

に

つ
い
て

は
、

同

じ
く

段
成

式

の

『
酉

陽
雑

組
』

に

は
次

の
よ
う

に
も

記

し

て

い
る
。

 

 

成
式

曾

て

一
夕
堂

中

に
會

し
、

時

に
妓

女

の
玉
壷

は
魚
爽

を
忌

み
て
、

之

を

見

て
色
動

ぜ

り
。

因

り

て
諸

妓

の
悪

む
所

の
者

を
訪

 

 

ぬ
れ
ば

、
蓬

山

は
鼠

を
忌

み
、

金

子

は
鍛

を

忌

む

こ
と
尤

も

甚

し
き

こ
と

有

り
。

坐

客

乃

ち
鍛

を

徴

り
鼠

を
學

る

の
事

を
競

へ

 

 

ば

、

多

き

こ
と
百
鯨

條

に
至

る
。

予
戯

れ

に
其

の
事

を
掠

ひ
て

『
破
鍛

録
』

を
作

る
。

 

 

成

式
曾

一
夕
堂
中

會

、

時
妓

女

玉
壺

忌

魚

爽
、

見

之

色
動

。

因
訪

諸
妓

所
悪

者
、

有

蓬

山
忌

鼠

、

金

子
忌

蝕
尤

甚

。
坐

客
乃

競

徴

 

 

鍛

翠

鼠
事

、

多

至

百
鯨
條

。

予

戯

撫
其

事

作

『
破

鍛

録
』
。
 

(
『西
陽
雑
姐
』
巻
十
二

「
語
資
」)

 

風

や
鼠

と

い

っ
た
話
題

で
盛

り
上

が

る
、

そ

の
よ
う

な

場

で
聯

句

も
作

ら

れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

も

っ
と

も
聯

句

を
詠

む
規

模

の
大

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

働

き

さ

と
知
名

度

で
言

え
ば

、

既

に
中

唐

の
大

暦

年

間

に
飽

防

ら

の
漸

東
詩

人

群

や
顔
眞

卿

や
絞

然

ら

の
漸

西
詩

人

群

ら
が
有

る
。

そ

こ

で

は

い
ろ

い

ろ
な
形
式

で
聯

句

を
詠

み
、

ま

た
面

白

い
趣

向
が

凝

ら
さ

れ

て

い
た
。

彼

等

よ

り
も

先

の
孟

浩

然

は

「
寒
夜

張

明
府

宅

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  
ヘ  
ヘ  
ヘ                                    ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

宴

」

詩

(『全
唐
詩
』
巻

一
百
六
十
)

で

〈
鑓

列

遽
酒

伴
、

刻

燭

限

詩
成

(鍵
を
列
ね
て
酒
伴
を
遽

へ
、
燭

に
刻
み
限
り
て
詩
成
る
)
〉

と
詠

ん
だ

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ                     
ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ 
へ

が
、

顔

眞

卿

も

「
水

堂

送
諸

文

士
戯

贈

洛

丞
聯

句
」

詩

で

〈
詩

教

刻
燭

賦

、

酒
任

連
盤

酌

(
詩
は
燭
に
刻
み
て
賦

せ
し
め
、
酒

は
盤

を
連
ね

て
酌
む
に
任
す
)
〉
 
(『全
唐
詩
』
巻
七
百
八
十
八
)
と
詠

み
、

聯

旬

で
も

そ

の
よ

う

な

趣

向
が

凝

ら

さ

れ

て

い
た

こ
と
が

知

ら

れ

る
。

こ

の

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

⑯

よ

う

な
詩
会

は
段
成

式

が

記

す

よ
う

に
晩

唐

に
至

っ
て
も
脈

々
と

続

い
て

い
た

の
で
あ

る
。

そ

の
坐

客
が

誰

で
あ

っ
た

か

は
段
成

式

は

記

し

て

い
な

い
が
、

歴

史

に
名

を
留

め
る

こ
と

が

な

か

っ
た
、

こ

の
よ

う
な

人

々

の
存
在

が

中

国

の
文

学
史

を
考

え

る
上

で
決

し

て
無

視

で
き

な

い
も

の
が

あ

る
。

先

の

『
唐

詩
記

事
』

が

引

く

『
酉

陽

雑
組

』

の
後

半

部

分

で
、

段
成

式

が

〈
予

因
請
坐

客

各
吟

近

日
爲

詩

者

佳

句
〉

と

言

っ
た

の
に

応

え

て
、

坐

客

は
好

み

の
句

を

推
賞

し
た
。

そ

の
中

で

質

島

・
馬
戴

・
張

砧

・
無

可

は
有

名

な

詩

人

で
あ

る
が

、

霊

準

に

つ
い
て

は
、

か

つ
が

つ
質

島

に

「
霊

準

上
人

院
」

詩

(
『全
唐
詩
』
巻
五
百
七
十
三
)
が
有

る
が
、

元
楚

や
鹿

季

子

に
至

っ
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て
は
そ

の
伝
記
も
不
明
で
、
彼
等

三
人

の
詩
も

『
全
唐
詩
』
が

こ
の

『
唐
詩
紀
事
』

に
拠

っ
て
逸
句
扱

い
と
し
て
い
る
以
外
、
何

も
残

っ
て
い
な

い
。

こ
こ
に
も
無
名

の
詩
人
た
ち
が
登
場
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら

の
詩
人
が
所
謂
、
有
名
無
名

か
は
、
ひ
と
え

に
今

日

ま

で
に
伝

わ

っ
て
い
る
資
料

に
懸

か

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
今

日
的
事
実

は
必
ず

し
も
当
時

の
事
実

で
あ

っ
た
と
は
限
ら
な

い
こ
と

に
注

 
 
 
 
 
 
 

⑱

意

せ
ね
ば

な
ら
な

い
。

 

こ
の
よ
う
な
事
象

は
実

は
詩
格

の
書

に
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
絞
然

の

『
詩
議
』
及
び

『
詩
式
』
以
後

の
、

つ
ま
り
九
世
紀
以
降

の
中
晩
唐

五
代

の
詩
格

の
書

で
引
用
詩
句

の
有
る
八
種

に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

 
 

『
金
鍼
詩
格
』
全

五
首
、
作
者
不
明
○
首

 
 

『
文
苑
詩
格
』

全

二
十
七
首
、
作
者
不
明
七
首

 
 

『
二
南
密
旨
』
全

二
十
七
首
、
作
者
不
明

二
首

 
 

『
爽
穀
子
詩
格
』
全

二
十

四
首
、
作
者
不
明
三
首

 
 

『
縁
情
手
鑑
詩
格
』
全

三
首
、
作
老
不
明

一
首

 
 

『
新
定
詩
格
』
引
用
詩
無

し

 
 

『
風
騒
旨
格
』

全

一
〇
五
首
、
作
者

不
明

三
十
六
首

 
 

『
流
類
手
鑑
』
全

二
十

三
首
、
作
者
不
明
○
首

 
 

『
雅
道
機
要
』

全

一
〇
七
首
、
作
者
不
明
三
十
六
首

 
 

『
風
騒
要
式
』
全

二
十
五
首
、
作
者

不
明
○
首
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
作
者
不
明
に
は

『
毛
詩
』
や

「
古
詩
」
の
作
者
は
含
ま
な
い

 

こ
の
中

で

『
金
鍼
詩
格
』
 
『
流
類
手
鑑
』

『
風
騒
要
式
』
が
す

べ
て
作
者

を
明
示
し
て
い
る
が
、
残
り

は
作
者
不
明

の
も

の
や
詩
題

だ
け

の
も

の
な
ど
、
そ

の
書
式

は

一
定
し
て

い
な

い
。
ま
た
同

じ
書

の
中

で
も
そ

の
書
式

は
ば
ら
ば
ら

で
あ

る
。
例
え
ば

王
叡

の

『
爽
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中晩唐五代の詩格の背景について

澱

子
詩
格
』

に
そ
れ
を
見

て
み
る
と
次

の
通

り
で
あ
る
。
 
 

 

 

 

 

 

 
 

'

 
 
①
律

に
背
く

の
豊

 
 
 

「
柳

を
詠

む
」

詩

〈
日
は
落

ち
水
流

れ
て
西
復

た
東
、
春
光
蓋
き
ず
柳
何
ぞ
窮

ま
る
。
巫
餓
廟

の
裏

は
低
く
雨
を
含

み
、
宋

玉

 
 
 

の
宅
前

は
斜

め
に
風
を
帯
ぶ
〉
。

此

の
後

の
第
五
句
と
第

二
字

は
合

に
側
聲

を
用
ひ
帯
び
起

こ
す
べ
き
も
、

却

っ
て
平
聲

を
用

 
 
 

ふ
れ
ば
、
是
れ
律

に
背
く
な
り
。 

〈
楡
英
を
將

っ
て
共

に
翠

を
争

は
せ
ず
、

深
く
杏
花

の
紅

に
相

ひ
映
ゆ

る
を
感
ず
〉
。

此
れ

 
 
 

は
是

れ
大
才

の
常
格

に
拘
ら
ざ
る

の
膿
な
り
。

 
 
②
計
調

の
膿

 
 
 
李
郵

の
詩

〈
青
蛇
竹

に
上
り
て

一
種

の
色
、

黄
蝶
漢

を
隔

て
て
無
限

の
情
〉
。

此

の

〈
種
〉

の
字

は
合

に
平
を
用

ふ
べ
き
も
側

 
 
 
を
用

ふ
れ
ば
、
是
れ
訂
調
な
り
。

 
 
③
景
象

を
模
爲

し
含
蓄
あ

る
の
豊

 
 
 
詩

に
云

へ
り

〈
一
瓢

の
孤
燈

に
人
夢
畳

め
、
萬

重

の
寒
葉

に
雨
聲
多

し
〉
。

此

の
二
句

は
燈
雨

の
景
象
を
模
爲

し
、

棲
惨

の
情

 
 
 
を
含

み
蓄

ふ
。

 
 
④
雨
句

一
意

の
膿

 
 
 
詩

に
云

へ
り

〈
如
何
ぞ

百
年

の
内
、

一
人

の
閑
な
る
も
見
ず
〉
。
此

の
二
句

は
屡
封
と
錐
も
、
十
字

血
脈
相

ひ
連
な
る
。

 
 
①
背
律
膿

 
 
 

「詠
柳
」

詩

〈
日
落

水
流
西
復

東
、
春
光
不
蓋
柳
何
窮

。

巫
餓
廟
裏
低
含
雨
、
宋
玉
宅
前
斜
帯
風
〉
。

此
後
第

五
句
第

二
字
合

 
 
 
用
側
聲
帯
起
、
却
用
平
聲
、
是
背
律
也
。 

〈
不
將
楡
爽

共
孚
翠
、
深
感
杏

花
相
映
紅
〉
。
此
是
大
才
不
拘
常
格
之
豊
。

 
 
②
訂
調
匿
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李
郭
詩

〈
青
蛇
上
竹

一
種
色
、
黄
蝶
隔
漢
無
限
情
〉
。
此

〈
種
〉
字
合
用
平
而
用
側
、
是
計
調
也
。

 
 
③
模
爲
景
象
含
蓄
豊

 
 
 
詩
云

〈
一
鮎
孤
燈
人
夢
畳
、
萬
重
寒
葉
雨
聲
多
〉
。
此

二
句
模
鳥
燈
雨
之
景
象
、
含
蓄
懐
惨
之
情
。

 
 
④
爾
句

一
意
膿

 
 
 
詩
云

〈
如
何
百
年
内
、
不
見

一
人
閑
〉
。
此

二
句
錐
屡
封
、
十
字

血
脈
相
連
。

 
①

の

「
詠
柳
」
詩

は
作
者
が
杜
牧

で
あ
る
か
ら
、

〈
大
才
〉
と

い
う
呼
称

を
用

い
ら
れ
、
格
律

に
反
す

る
こ
と
が
許
さ
れ

る
の
で
あ

る
。
②

の
李
郭

の
詩

は

「
渕
河
館

(
一
作
暮
春
山
行
田
家
激
馬
)」

で
、

本
書

の

「隻
關
膿
」

の
処
で
は

〈
李
郭
〉

を

〈
李
端
公
〉

と
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈲

す
。
③

の
詩

は
作
者

・
詩
題
と
も
不
明
。
④

の
詩

は
戴
叔
倫

の

「
別
友
人
」
詩
。

 

こ
れ
ら

の
例

か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
そ

の
書
式

に
は

一
貫
性
が

な

い
。
も

っ
と
も

『
縁
情
手
鑑
詩
格
』
や

『
新
定
詩
格
』
な
ど
原
形

を
留

め
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
も

の
が
あ
り
、

前
掲

の
統
計

の
数
字

に
完
全
に

依

り
か
か
る
こ
と
は
で
き

な

い
。

ま
た

張
伯
偉

氏
は

「
摘
句
論
」
と
題
す

る
論
文

で

〈
詩
話

の
中

の
多
く

の
引
用
詩
句

の
批
評

に

つ
い
て
、
往

々
に
し
て
そ

の
詩
句

の
作
者
や
詩
題

を
注
記

し
て
い
な
い
も

の
が
あ
る
が
、
そ

の
詩
句

の
音

・
意
象

・
リ
ズ

ム

・
句
法

・
韻
律

・
叙
述
技
法
な
ど
を
分
析
す

る
上

で
の
妨
げ

に
は
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱

ら
な

い
〉
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は

〈
詩
話
〉

に

つ
い
て
の
指
摘

で
あ
る
が
、
詩
格

の
書

の
引
用
詩
句

に

つ
い
て
も
同
様

の
見
方
が
成

り
立

つ
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
こ
こ
に
こ
の
よ
う

に
作
者

を
明
示
し
て
い
る
も

の
と
、
作
者
不
明

の
も

の
と
が

混
在

し
て
い
事
象

の
存
在

す
る
理
由
そ

の
も

の
を
更

に
掘

り
下
げ

て
み
る
価
値

は
あ
る
。
何
故
な
ら
ば

こ
れ

は
先
述

の
段
成
式

た
ち
が
所
謂
、
有
名
無
名

の
詩
人

た
ち

の
句
を
推
賞

し
て
い
る
事
象
と
も
通
底

し
て
い
る
と
考

え
る
か
ら

で
あ

る
。
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四
 
唐
人
選
唐
詩
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

中晩唐五代の詩格の背景にっいて

 

先

で
詩
格

の
書
及
び
段
成
式

の
聯
句

に
関
す

る
記
事

に

つ
い
て
見

て
き
た
が
、

こ
れ
と
比

べ
て
み
た
い
の
が
唐
人
選
唐
詩

で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら

こ
れ
も
ま
た
唐
代

に
編
ま
れ

た
も

の
で
あ
り
、

こ
れ
と
比
較
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

こ
の
詩
格

の
書

の
時
代
性
及
び
そ

の
特

徴
を
再
確
認

で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
前
掲

の

『
因
話
録
』

の
中

で
も
貢
挙

の

〈
程
式

〉
と
目

さ
れ
た
五
人

の
中

の

一
人
、

王
起

は

『
文
場
秀
句
』

な
る
書
を
作

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を

『
新
唐
書
』

は

「
総
集

類
」
 
(巻
六
十

「藝

文
志
」
)
に
分
類
し
て
い
る
。

し
か
し
先

の

『
日
本
國
見
在
書

目
録
』

の

「
小
學
家
」

に
詩゚
格

の
書

に
混
じ

っ
て
同
名

の
書
が
並

べ
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 

働

て

い
る

の
が
見

え
る
。

こ
の
よ
う
に

時
と

し
て

詩
格

の
書
と

唐
人
選
唐
詩

の
境
界
が

不
鮮
明

に
な
る
こ
と
が

あ

る
と

い
う

こ
と
に
、

両
者

の
間

に
或
る
共
通
項
が
有
る

こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

 
唐
人
選
唐
詩

に

つ
い
て
は

『
唐
人
選
唐
詩
十
種
』
、

更

に
そ
れ
を
基
礎

に
し
て
編
纂

さ
れ

た
、

傳
瑛
珠

主
編

『
唐
人
選
唐

詩
新
編
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
依
る
と

こ
ろ
が
多

い
が
、

こ
れ
ら
唐
人
選
唐
詩

の
中

で
中
晩
唐

五
代
期

に
限

っ
た
も

の
を
掲
げ
る
と
次

の
如
く

で
あ

る
。

①

『
中
興
間
氣
集
』

三
巻

②

『
御
覧
詩
』

一
巻

③

『
極
玄
集
』

二
巻

④

『
又
玄
集
』

三
巻

⑤

『
才
調
集
』
十
巻

高
仲
武

令
孤
楚

(七
六
六
-
八
三
七
)

銚
合

(
七
七
五
-
八
五
五
?
)

章
荘

(
八
三
六
ー
九

一
〇
)

章
穀

 

こ
こ
に
掲
げ

た
も

の
は
僅

か
五
種

に
し゚
か
過
ぎ
な

い
。

陳
尚

君
氏
も

「
唐
人
編
選
詩
歌
総

集
敏
録
」

の

「
二
 

断
代
詩
選

(唐
人
選

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

唐
詩
)
」

に
於

い
て
四
十
七
種
も

の
選
集

に

つ
い
て
分
析
を
行

っ
て

い
る
が
、

い
ず

れ

に
せ
よ
、

今

日
、

我

々
が
目

に
で
き

る
も

の
は
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当

時

存
在

し

て

い
た
も

の
に
比

べ

て
、

量

的

に
も
内

容
的

に
も

圧
倒
的

に
不
足

し

て
い

る
。

そ

れ

で
も
僅

か

に
残

さ
れ

た
も

の
か
ら
、

当

時

を
窺

う

こ
と

は
可
能

で
あ

る
。

こ
こ

に
掲

げ

た
資
料

に

つ

い
て
必
要

な
説

明

を
加

え

る
と
、

貞

元
年

間

(
七
八
五
i
八
〇
五
)

の
後

半

に
成

っ
た
と

さ
れ

る
、

高

仲

武

の

『
中

興
間

氣

集
』

に

つ
い
て
、

今

は
伝

わ

ら
な

い

『
唐

詩
類

選
』

二
十

巻

を
編
纂

し
た
、

晩

唐

の

顧

陶

が

大
中

十

年

(
八
五
六
)

に
書

い
た
序
文

に
次

の
よ

う

に
記

さ

れ

て

い
る
。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ヘ  へ

 
 

前

賢

の
纂

録

は

少

な

か
ら
ず

と

錐
も

、

途

を

殊

に

し

て

蹄

す

る

と

こ

ろ
同

じ
。
 

『
英
盤

』
 
『
間
氣

』
 
『
正
聲

』
 
『
南

薫

』

の
類

 
 

は
、
朗

照

の
下
、

子

遺
有

る

こ
と

牢

に
し

て
、

取
捨

の
時

に
、

能

く

少

誤

も
無

し
。

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

ヘ  へ

 
 

難
前

賢
纂

録

不
少
、

殊
途

同
蹄

。 

『
英

璽

』
 

『
間
氣

』
 

『
正
聲

』
 

『
南

薫
』

之

類

、
朗

照
之

下
、

軍
有

子

遺

、
而

取

捨

之

時
、

能

 
 

無

少

誤
。 

(『文
苑
英
華
』
巻
七
百
十

四
、
顧
陶

「
唐
詩
類
選
序
)
)

 

こ

こ
で

は

『
中

興

間
氣

集

』

を
股

瑠

の

『
河

嶽

英
霊

集
』
、
孫

翌

の

『
正
聲
.集

』
、
寳

常

の

『
南
薫

集

』

と
併

記

し
て
、

そ

れ

ら

の
選

詩
が

正
鵠

を

射

て

い
る
と

評
価

し

て

い
る
。

 

し
か

し
更

に
時

代

は
下

っ
て
、

鄭

谷

(
八
五

一
?
1
九

一
〇
?
)

は

『
河
嶽

英
霊

集
』

と

比
較

し

て
次

の
よ

う

に
詠

ん
で

い
る
。

 
 

股

瑠

裁
豊

英

露
集

 

 

股
瑠

裁
竪

す

英

霊

の
集

 
 
頗

毘

同

才
得

旨

深

 

 
頗

る
畳

ゆ
同

才

の
旨
深

き

を
得

る
を

何
事
後
來
高
仲
武
 
 
何
事
ぞ
後
來
高
仲
武

品
題
間
氣

未
公

心
 

 
間
氣

に
品
題

し
て
未

だ
公
心
な
ら
ず

(『
全
唐
詩
』
巻
六
百
七
十
五

「讃
前
集
二
首
」
其

一
)

 
鄭
谷

の

『
中
興
間
氣
集
』

に
対
す
る
評
価

は
巌

し

い
が
、

い
ず

れ

に
せ
よ
、

こ
れ
ら

の
資
料

で
押
さ
え
て
お
き
た

い
の
は
、

こ
の
集

が
唐
末

に
至

っ
て
も
な
お
注
意
さ
れ
て

い
た
と

い
う
事
実

で
あ
る
。

も

っ
と
も
高
仲
武
自
身
も
、

そ

の

「
唐
中
興
間
氣
集
序
」

で
歴
代

の
選
集

に
言
及
し
て
お
り
、
唐
代

の
も

の
で
は
孫

翌

の

『
正
聲
集
』
∴
崔
融

の

『
珠
英
學
士
集
』
・
股
瑠

の

『
丹
陽
集
』
を
挙
げ

て
、

そ
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中晩唐五代の詩格の背景について

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

れ
ら

へ
の
対
抗
意
識
を
露

わ

に
し
て

い
る
。

 
 
梁

の
昭
明

の
載
述
よ
り
已
往
、
撰
集
者
敷
家

に
し
て
、

其

の
風
流
を
権
す

る
に
、 

『
正
聲
』
最
も
備

は
れ
り
。
其

の
絵

の
著
録
、

 
 
或

ひ
は
未
だ
至
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
『
英
華
』

(梁
、
昭
明
太
子

『古
今
詩
苑
英
華
』
)
は
浮
游

に
失
し
、 

『
玉
毫
』

(梁
、
徐
陵

『
玉

 
 
毫
新
詠
』
)
は
淫
靡

に
陥

り
、 

『
珠
英
』

は
但
だ
朝

士
を
紀

し
、 

『
丹
陽
』

は
止
だ
呉
人
を
録
す
る

の
み
。

 
 
梁
昭
明
載
述
巳
往
、
撰
集
者
敷
家
、

権

其
風
流
、 

『
正
聲
』
最
備
。

其
蝕
著
録
、

或
未

至
焉
。

何

者
、 

『
英
華
』
失
於
浮
游
、

 
 

『
玉
毫
』
陥

於
淫
靡
、 

『
珠
英
』
但
紀

朝
士
、 

『
丹
陽
』

止
録
呉
人
。

 

『
御
覧
詩
』

は
元
和
十

二
年

(
八

一
七
)
頃
、
翰

林
学
士
、
令
狐
楚
が
憲
宗

の
命
を
受
け
て
編
纂

し
た
も

の
で
あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳

 

『
極
玄
集
』

に
つ
い
て
は
唐
末

の
光
化

三
年

(九
〇
〇
)
の
年

記

の
有

る
、
童
荘

の

「
又
玄
集
序
」
に
は
次

の
よ
う
に
記

し
て

い
る
。

 
 
昔
銚
合

『
極
玄
集
』
 
一
巻

を
撰
び
、

當
代

に
傳

へ
て
、

已

に
精
微

を
壷
く
す
も
、

今
更

に
其

の
玄
な

る
者

を

採
り
て
、
勒

し
て

 
 

『
又
玄
集
』

三
巻
と
成
す
。

 
 

昔
銚
合
撰

『
極
玄
集
』

一
巻
、
傳

於
當
代
、
已
蓋
精
微
、
今
更
採
其
玄
者
、
勒
成

『
又
玄
集
』
三
巻
。

 

ま

た
章
穀

の

『
才
調
集
』
も

『
又
玄
集
』

か
ら
取

ら
れ

た
も

の
が
多

い
こ
と

は
、

前
掲

の
 
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』
 
「
才
調
集
」
 
の

「
前
記
」

で
も
指
摘
す

る
通

り
で
あ
る
。

 

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
少

な
く
と
も
現
存
す

る
唐

人
選
唐
詩

に
限

っ
て
み
れ
ば
、 

『
御
覧

詩
』

を
除

い
て
い
ず
れ
も
そ
れ
ら

に
先

ん
ず

る
選

集
を
意
識

し
て
い
る

こ
と
が
知
れ

る
。
そ
れ

は
ま
た
自
ら

の
集
も
後
世

の
読
者
を
意
識
し
て

い
る
と

い
う

こ
と
で
も
あ

る
。

 

い
ま
、

こ
れ
ら
唐
人
選
唐
詩

の
引
用
詩
と
前
掲

の
詩
格

の
書

の
そ
れ
と

の
重
複
情
況
を
同見
て
み
る
と
表

の
通

り
で
あ

る
。 
(
※

「
作

者
不
明
」
に
は

『
毛
詩
』
や

「
古
詩
」
の
作
者
は
含
ま
な
い
。 
『新
定
詩
格
』
は
引
用
詩
が
無
い
の
で
省
略
)

 

こ
れ

は
数
字
上

の
分
類
だ
が
、

例
え
ば
、 

『
文
苑
詩
格
』
が
引
用
す
る

二
十
七
首

の
内
、

は

っ
き
り
と
唐
詩
と
判

る
の
は
全
部

で
九

21



風 騒
要 式

25首

0首

23首

雅 道
機 要

107首

36首

65首

流 類
手 鑑

23首

0首

21首

風 騒
旨 格

105首

36首

69首

首
 

4
㏄

首
の

7
く

首
の

3
く

首
D

9
G

縁庸手
鑑詩格

3首

1首

2首

1首

(1)

・一一_子

詩 格

24首

 3首

12首

二 南

密 旨

27首

2首

8首

文 苑
詩 格

27首

7首

9首

金 鍼
詩 格

5首

0首

3首

首
の

5
く

首
の

5
く

首
の

3
く

首
幻

-
く

010101120

000000000

010101520

3333031

3506140

-
了

1

1

詩格引詩総数

作者不明詩数

唐 詩 引用 数

唐人選唐詩引
用詩数(延数)

中興 間氣 集

御 覧 詩

極 玄 集

又 玄 集

才 調 集

首

で
あ

る
。

そ

の
内
、
咬
然

の

「
題
慶
寺
」
が

『
極
玄
集
』
巻
下

に
、
劉

長
卿

の

「
別
嚴
士
元
」
が

『
中
興
間
氣
集
』
巻
下
及
び

『
才
調
集
』
巻

八

に
、

戴
叔
倫

の

「
別
友

人
」

が

『
中
興
間
氣
集
』
巻
上

・
『
極
玄

集
』
巻

下

・
『
又
玄
集
』

巻
上

に
と

い
う

ふ
う
に

唐
人
選
唐
詩

に
三
首
、

延
べ
六

例
採
録

さ
れ

て
い
る
。

ま
た

『
風
騒
旨
格
』

は
唐
代

の
詩
人

の
引

用
が

六

十
九
首

と
際
立

っ
て
多

い
が
、
実

は
そ

の
内

の
半
数

に
近

い
三
十

一
例
が

こ

の
書

の
作
者

で
あ

る
齊

己
自
身

の
も

の
で
、 

『
雅
道
機
要
』
も

二
十
首

が
齊

己

の
詩

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
唐
人
選
唐
詩
と
詩
格

の
書
と

の
間
に

は
驚
く

ほ
ど

の
重
複
が
見

て
取
れ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、

こ
の
重
複
状
況

か
ら
も
時
代
を
反
映

し
て

い
る

こ
と

は
窺

い
知
る

こ
と
が

で
き
る
。
ま
た

大
暦

・
貞

元
年
間

の
詩
を
集

め
た

『
御
覧
詩
』
も
詩
格

の
書

に
引
用
さ
れ

て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、 
一
首
も
取
ら
れ

て
い
な
い
。

こ
れ

は

『
御
覧

詩
』
が
当
時

も
引
き
合

い
に
出
さ
れ
ず
、
後
世
、
酷
評
さ
れ

て
い
る

こ
と

と
無
関
係

で
は
な
く
、
そ
れ
が
こ
こ
に
如
実

に
表
わ
れ
て

い
る
と
考

え
ら

 

㈱

れ
る
。
更

に
は

『
中
興
問
氣
集
』
巻
下

「
孟
雲
卿
」

の
小
序

で
高
仲
武

は

次

の
よ
う
に
記

し
て

い
る
。

 
 

沈

・
陳

に
敷

ふ
と
錐
も
、
綾

か
に
堂

に
升

る
を
得

る

の
み
に
し
て
、

 
 
猶

ほ
未
だ
室
に
入
ら
ず
。
然
れ
ど
も
当
今

の
古
調

は
、
其

の
右

に
出
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中晩唐五代の詩格の背景について

つ

る
も

の
無
く
、

一
時

の
英

な
り
。
余
、
孟

君

の
古

を
好

む
に
感

じ
、 

『
格
律
異
門
論
』
及
び
譜

三
篇

を
著

し
、
以

て
其

の
豊
統

を
振

ら

ん
と
す

。

錐
敷
於
沈

・
陳
、
綾
得
升
堂
、
猶

未
入
室
。
然
當
今
古
調
、

無
出
其
右
、

一
時
之
英
也
。
余
感
孟
君
好
古
、
著

『
格
律
異
門
論
』

 
 
及
譜

三
篇
、
以
掘
其
膿
統
焉
。

 
先

の
鄭
谷

の
詩

に
も

こ
の

『
中
興
問
氣
集
』
が

〈
品
題
〉
す

る
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う
よ
う
に
、
小
序

の
こ
の
よ
う
な
内
容

は
詩
格

の

書

と
の
類
似
性
を
指
摘

で
き
る
し
、
更

に
は

こ
こ
に
い
う

〈
『
格
律
異
門
論
』
及
譜

三
篇
〉
が
も

し
詩
格

に
関
係
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、

唐
人
選
唐
詩
と
詩
格

を
結
び

つ
け

る
も

の
と
し
て
有
力
な
傍
証

に
成

り
得

よ
う
。

ま
た
前
掲

の

『
文
場
秀
句
』
を
作

っ
た
王
起

は

『
大

中
新
行
詩
格
』
 
(『新
唐
書
』
巻
六
十

「
藝
文
志
」
「文
史
類
」
等
)
な
る
書
も

作

っ
て

い
る
し
、 

『
極
玄
集
』

を
編
纂

し
た

銚
合

に
も

『
詩

例
』

一
巻

(『
新
唐
書
』
巻
六
十

「
藝
文
志
」
「文
史
類
」
等
)
が
有

る
。

こ
れ
ら
は

い
ず

れ
も
唐
人
選
唐
詩
と
詩
格

の
書
と

に
密
接

な
関
わ

り
が
有

る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
 

『
風
騒
旨
格
』
を
作

っ
た
齊
己
も
絞
然
と

こ
の
銚
合
と
を
並
べ
て
次

の
よ
う

に
詠

ん
で
い
る
。

 
 
書

公
評
衆
製
 
 
書

公

(咬
然
)
は
衆
製

を
評
し

 
 
挑
監
選
諸

文
 
 
銚
監

(挑
合
)
は
諸
文
を
選
ぶ

(『
全
唐
詩
』
巻
八
百
四
十

一
「
寄
南
徐
劉
員
外
二
首
」
其
二
)

 

こ

の
よ
う

に
駁
然
が

『
詩
議
』
や

『
詩
式
』

と

い
う
詩
格

の
書

で
詩

を

〈
評
〉

し
、
ま
た
挑
合
が

『
極
玄
集
』

で
詩
を

〈
選
〉

ん
だ

こ
と

は
両
者

に
通
底
す
る
も

の
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て

い
る
の
で
あ

る
。

 

し
か
し
、

か
と

い

っ
て
こ
の
両
者
が

ま

っ
た
く
同
じ
よ
う

に
扱

わ
れ

る
も

の
で
も
な

い
。
唐

人
選
唐
詩

は
詩
格

の
書

で
引

用
さ
れ
る

詩

の
掲
げ
方
と
異
な
り
、

全
篇

を
掲
げ

て
、
詩
題
及
び
作
者
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は

一
見
、
当
然

の
よ
う

で
あ

る
が
、
実

は
そ

こ

に
は
よ
り
幅
広

い
読
者

を
意
識

し

つ
つ
編
纂

さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
例
え
ば
、 

『
御
覧
詩
』
所
収

の
干
鵠

の

「
送
客
遊
邊
」
詩

に
は

〈
原
題

「
送
張
司
直

入
輩
干
」
〉
と

い
う

按
語
が

附

さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
 

『
全
唐
詩
』

で
は

「
送
張
司
直
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入
軍
干

(
一
作
送
客
遊
邊
)L
 
(巻
三
百
+
)

に
作

り
、 

『
文
苑

英
華
』

で
は

「
送
張
司
直
牲
輩
子
」

(
巻
二
百
九
十
九

「
邊
塞
」)
と
作

っ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お

い
る
。

し
か
し

『
又
玄

集
』
巻
中
で
は

『
御
覧
詩
』
と
同
様

に

「
送
客
遊
邊
」

に
作

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た

『
御
覧

詩
』
所
収

の

李

宣
遠

の

「塞

下
作
」

詩
は

『
文
苑
英
華
』

で
は

「井
州
路
作
」

(巻
二
百
九
十
三

「
行
遭
五
」)

に
作

り
、 

『
全
唐
詩
』
巻

四
百
六
十

六

も
同
じ

で
あ

る
。

し
か
し
そ

の

『
全
唐
詩
』

の
注
に
も
記
す

よ
う

に
、
同
書
巻

七
百
七
十
六
で
は
こ
の
詩
を
楊
達

の

「
塞
下
曲
」
と
作

 
 
 
 

㈲

っ
て
い
る
が
、 

『
又
玄
集
』
巻
上
及
び

『
才
調
集
』
巻

七
は
、 

『
御
覧
詩
』
と
同

じ
く
李
宣
遠

の

「
塞
下
作
」
と

し
て
い
る
。

こ
の
よ

う

に

一
つ
の
詩

に
複
数
ゐ

詩
題
が
存
在
す

る
こ
と
に

つ
い
て
、 

『
御
覧

詩
』
な
ど
唐
人
選
唐
詩

の
テ
キ
ス
ト
そ

の
も

の
に
も
問
題
が
存

在

す
る
よ
う
で
単
純

に
言

い
切
れ
な

い
も

の
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も

『
文
苑
英
華
』

や

『
全
唐
詩
』

の
よ
う

に

『
御
覧

詩
』

や

『
又
玄
集
』

よ
り
も

成
書
年
代

の
新

し

い
も

の
が

作
詩

の
情
況
が

具
体
的
な
詩
題

(
「送
張
司
直
往
軍
干
」

「
井
州
路
作
」
)

に
な

っ
て
お

り
、 

『
御
覧

詩
』
や

『
又
玄
集
』
と

い

っ
た
成
書
年
代

の
よ
り
古

い
も

の
が
、 

一
般
的
な
詩
題

(「
送
客
遊
邊
」

「
塞
下
作
」)

で
あ
る

こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

と

は
、

ひ
と

つ
の
傾
向
と
し
て
押

さ
え

る
こ
と
が

で
き

る

の
で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。

つ
ま
り
唐
人
選
唐
詩

は
他

の
詩
文
選
集
が
正
確
な

詩
題

と
詩
句
を
網
羅
的

に
蒐
集
す

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も

の
と

は
異

な

っ
て

い
る
と

い
う
見
方
も
成

り
立

つ
の
か
も
し
れ
な

い
。

特
定

の
情
況

の
下

で
、
作
者

の
至

っ
て
個
人
的
な
体
験

に
よ

っ
て
産

み
出

さ
れ
た
詩
を
詩
人
個
人

の
も

の
か
ら
引
き
離

し
て
、

主

題

を
極
度

に
限

定
さ
せ
な

い
詩
題

に
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
幅
広
く
多
様
な
読
者

の
共
感
を
得

や
す
く
し
、
更
に

は
作
詩

の
参
考

に
供

し
や
す
く
す
る
意
図
が
有

っ
た
と
言
え

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
以

て
よ
り
幅
広

い
読
者
を
意
識
し
て

い
た
と

い
う
傍

証
と

す

る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。

 

一
方
、
詩
格

の
書

は
必
ず

し
も
そ

の
よ
う

に
は
な

っ
て

い
な

い
。

つ
ま
り

一
口
に
詩
格

の
書
と
言

っ
て
も
そ

こ
に
は
色

々
な
も

の
が

有

る
。
虚
中

の

『
流
類
手
鑑
』

の
よ
う

に
詩
題

は
掲
げ
な

い
が
、
作
者
名

は
す
べ
て
明
示
す

る
と

い
う
も

の
も
あ
る
が
、
現
存

の
も

の

は
前
掲

の
王
叡

の

『
爽
職
子
詩
格
』

の
よ
う

に
引
用
詩

の
掲
げ
方
が

不
揃

い
で
あ

る
も

の
の
方
が
多

い
。

こ
れ

は
何

を
意
味
し
て

い
る
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か
と

い
う
と
、
唐
人
選
唐

詩
と
異
な

っ
て
、

必
ず

し
も
不
特
定
多
数

の
読
者

を
想
定
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら

で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
前

掲

の
段
成
式

の
聯
句

の
記
事

の
如
く
、
贔
屓

の
詩
句
を
推
賞

し
た

の
は
坐
客
と

の
交
歓

の
場

で
あ

っ
た
。
詩
格

の
書
も
そ

の
大
多
数

は

限
ら
れ
た
場

で
論
じ
ら
れ
た
も

の
を
ま
と

め
た
札
記

の
よ
う
な
も

の
だ

っ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
そ
う
す

る
と
そ
れ
ら

の
作
者
が

〈
奮
題
〉
と
さ
れ
て
不
明
確

で
あ
る

の
は
言
う

に
及
ぼ
ず
、
作
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も

の
も
、
或

い
は
本
人

の
手

を
経

た
も

の

で
は
な
く
、
周
囲

の
者
が
書
き
留
め
た
と

い
う
可
能
性
も
有

り
得

る
で
あ
ろ
う
。
今

日
、
伝
わ

っ
て

い
る
詩
格

の
書

の
殆
ど
が
完
全

で

は
な

い
の
も

こ
の
辺
り

に
起
因
し
て

い
る
か
ら

で
は
な
い
だ

ろ
う

か
。

つ
ま
り
詩
格

の
書

を
支
え
て

い
た
人
た
ち
の
存
在
を

こ
こ
に
見

る

の
で
あ

る
。

五
 

お

わ

り

に

中晩唐五代の詩格の背景にこついて

 

こ
れ
ま
で
詩
格

の
書

を
段
成
式

の
聯
句
に
関
す
る
資
料
な
ど

と
重
ね
て
、

こ
の
よ
う
な
書
物

が
成
立
す
る
そ

の
背
景

に
は
貢
挙

の
受

験
生

だ
け

で
は
な

い
支
持
者
層
が
存
在

し
て

い
た
こ
と
を
述
べ
て
き

た
。

こ
こ
で
詩
格

の
書
と
聯

句
と

の
関

係
に

つ
い
て
附
言
す
る
な

ら
ば
、 

『
詩
議
』

や

『
詩
式
』
を
書

い
た
絞
然
も
様

々
な
形
式

で
聯
句
創
作

を
試

み
て

い
る
。
そ
れ

は
両
者

に
文
学

の
可
能
性

の
追
求

と

い
う
点

に
於

い
て
通
底
す
る
も

の
が
有

っ
た
か
ら
で
、

段
成
式
も
咬
然

ほ
ど

の
創
造
力
と
能
力

は
望

む
ぺ
く
も
な

い
が
、 

「
寺
塔
記

上
」

に
収

め
る
二
十
首

の
聯
句
、 

「
遊
長
安
諸
寺
聯

句
」

(『
西
陽
雑
姐
績
集
』
巻
五

・
巻
六
)
に
於

い
て
多
彩
な
聯
句
を
詠

ん
で
お
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
詩
格

に
対
す
る
興
味

の
程
が
十
分

に
窺

い
知

れ
よ
う
。
本
稿

で
は
更

に
詩
格

の
書

を
唐
人
選
唐
詩
と
比
較

し
て
、
そ

の
引
詩

の
重
複
情
況
な
ど
か
ら
両
者

の
関
連
性
を
指
摘

し
、

そ
れ
ら
が
時
代

を
反
映

し
て
い
る

こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
詩
格

の
書
が
唐
人
選

唐
詩
と
異

な
る
の
は
そ
れ
が
表
舞
台

に
上
が
る

こ
と
が

困
難

で
あ

っ
た
こ
と

に
あ

る
が
、

こ
れ

は
決

し
て
否
定
的
に
捉
え
る

こ
と
で
も

な

い
。

む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
詩
格

の
書
が
伏
流
水
と
な

っ
て
、
後

世

の
詩
話

に
見
え
る
評
詩

へ
と
繋

が

っ
て

い
く
と

い
う
、
積
極
的
な
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評

価

を

せ

ね

ば

な

ら

な

い
。

そ

も

そ

も

坐

客

に

関

す

る

記

事

と

し

て

引

用

し

た

『
唐

詩

記

事

』

所

引

の

『
酉

陽

雑

組

』

や

『
類

説

』

所

牧

の

『
盧

陵

官

下

記

』

が

そ

れ

ぞ

れ

子

部

小

説

家

及

び

子

部

雑

家

に

分

類

さ

れ

て

い

る

こ
と

は
、

後

世

の
詩

話

が

子

部

小

説

家

に

分

類

さ

れ

る

こ
と

が

あ

る

こ

と

と

も

関

係

し

て

い

る

。

 

以

上

要

す

る

に

、

詩

格

か

ら

詩

話

へ
と

繋

げ

る

役

割

を

担

っ
た

の

は
、

前

掲

の
無

名

の
坐

客

た

ち

で
あ

り
、

彼

等

に
推

賞

さ

れ

た
有

名

無

名

の
詩

人

た

ち

で

あ

っ
た

。

彼

の
坐

客

た

ち

が

推

賞

し

た

詩

に

つ
い

て
補

足

す

る

な

ら

ば

、

費

島

の

「
旅

遊

」

詩

は
、

晩

唐

の

張

爲

(
八
五

八
進
士

?
)

も

『
詩

人

主

客

圖

』

「
清

奇

雅

正

」

で

こ

の

一
聯

を

選

ん

で

お

り

、

宋

の
恵

洪

の

『
冷

齋

夜

話

』

巻

五

「
蘇

王

警

句

」

に

も

次

の
よ

う

に

記

し

て

い

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
 ヘ  
ヘ  
ヘ 
 
  
 ヘ  
ヘ 
 
ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 へ

 

 

唐

詩

に

〈
長

く

人

を

送

る
塵

に
因

れ

ば

、

憶

ひ

得

た

り
家

を

別

る

る

時

を

〉

と

日

へ
る
有

り

。

又

た

曰

く

<
奮

國

別

れ

て
多

日
、

 

 

ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 ヘ  
ヘ 
 
ヘ 
 へ

 

 

故

人

に

少

年

無

し

〉

と

。

荊

公

其

の
意

を

用

ひ

て
古

今

人

の
道

ふ

を

経

ざ

る

語

を

作

る

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ   ヘ  
ヘ   ヘ  
ヘ   ヘ   ヘ  
ヘ      ヘ  
ヘ   ヘ  
ヘ   へ

 

 

唐

詩

有

曰

〈
長

因

送

人

虚

、

憶

得

別

家

時

〉
。

又

曰

〈
菖

國

別

多

日
、

故

人

無

少

年

〉
。

荊

公

用

其

意

、

作

古

今

不

経

人

道

語

。

 

馬

戴

の

「
楚

江

懐

古

」

詩

も

『
詩

人

主

客

圖

』
 

「
清

奇

雅

正
」

及

び

『
又

玄

集

』

巻

下

に
引

用

さ

れ

、

無

可

の

「
秋

寄

從

兄

質

島

」

詩

は

『
流

類

手

鑑

』
 

「
學

詩

類

例

」

に

「
比

不

招

賢

士

」

と

解

か

れ

、 

『
冷

齋

夜

話

』

巻

六

「
象

外

句

」

に

は
次

の

よ

う

に
言

う

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
 ヘ  
へ

 

 

唐

僧

に
佳

句

多

く

、

其

の
句

法

を
琢

き

物

に

比

す

る

に
意

を

以

て

し
某

物

を

指

言

せ

ざ

る

を

、

之

を

象

外

の
句

と

謂

ひ

、

無

可

上

 

 

ヘ 
 ヘ  ヘ 
 ヘ 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 
  
 
  
ヘ  
ヘ 
 ヘ 
 ヘ  
ヘ 
 
ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 へ

 

 

人

の
詩

の

〈
雨

を

聴

け

ば

寒

さ

更

に
壷

き

、

門

を

開

け

ば

落

葉

深

し
〉

と

日

ふ

が

如

き

は
、

是

れ

落

葉

を

以

て

雨

聲

に

比

す

な

 

 

り

。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  
ヘ  
ヘ 
 
ヘ 
 ヘ  
ヘ 
 ヘ 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ヘ  
ヘ  
ヘ 
 ヘ 
 へ

 

 

唐

僧

多

佳

句

、

其

琢

句

法

比

物

以

意

而

不

指

言

某

物

、

謂

之

象

外

句

、

如

無

可

上

人

詩

日
、

聴

雨

寒

更

審

、

開

門

落

葉

深

、

是

以

 

 

落

葉

比

雨

聲

也

。

 

張

砧

の

「
入

關

」

詩

は
唐

末

の
萢

櫨

の

『
雲

難

友

議

』

巻

中

「
銭

塘

論

」

に

、

解

元

を

巡

っ
て
徐

凝

に
競

い
負

け

た

張

砧

が

白

樂

天
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中晩唐五代の詩格の背景について

に
自

ら

の
詩

を
誇

る
く

だ

り

で
引

用

さ
れ

て

い

る
。

 

 

遂

に

「
長
劒

筒

天
外

」

賦

・
「鯨

霞

散

成
綺

」

詩

を
試

み
ら

る
。

試

詑

り

て
解

送
す

る

に
凝

を
以

て
元
と
爲

し
、

砧

は
其

の
次

な

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

 

 

り
。

張

曰
く

、
砧

の
詩

に

〈
地
勢

遙

か
に
岳

を
尊

び
、

河

流

側

ら

に
關

に
譲

る
〉
有

り
。

多

士
以

ら

く
陳

後

主

の

〈
日
月

は
天

徳

 

 

を
光

か

し
、

山
河

は
帝

居

を
肚

と

す
〉

は
此

れ
徒

に
前
名

有

り
と
。

…
…

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

ヘ  
へ

 

 

遂

試

「
長
劒

椅

天
外
」

賦

・
「鯨

霞

散
成

綺
」

詩

。

試

訪

解

送
以

凝
爲

元
、

砧

其

次
耳

。
張

日
、
砧

詩

有

く
地
勢
遙

尊

岳

、

河

流

 

 

ヘ  ヘ  へ

 

 

側
譲

關

V
。
多

士
以

陳
後

主

〈
日
月

光

天
徳

、

山

河
肚

帝

居

〉

此

徒
有

前

名
 

。

…

…

 

ま

た

「
題

恵

山
寺

」

詩

を
宋

の
胡
仔

の

『
漁

隠

叢

話
前

集

』

巻

三
十

六

に

は
次

の
よ

う

に
記
す

。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

 

 

『
西
清

詩

話
』

に
云

へ
り
、 

『
百
家

詩

選
』

余

之

を
讃

み
、
其

れ

張
砧

の

「恵

山
寺
」

詩

の

〈
泉

聲

池

に
到

り

て
墨

き

、

山

色
櫻

 

 

に
上

り

て
多

し
〉

を
取

り

て

「
孤

山
寺
詩

」

の

〈
櫻

毫
碧

零

に
讐

ゑ
、

一
径

湖

心

に

入
る
。

雨

ふ
ら
ず

し

て
山
長
く

潤

ひ
、

雲
無

 

 

く

し
て
水

自

ら
陰

。
断

橋

に
荒

蘇

澁

た
り

て
、

空

院

に
落

花
深

し
。
猶

ほ
憶

ふ
西
窓

の
月

、
鐘

聲

北

林

に
在

り
〉

を
取

ら
ざ

る

を

 

 

見

る
。
 

(
中

略

)

意

果

し

て
如

何

な

る

か
を
知

ら
ず

。

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

 

 

『
西
清

詩

話
』

云
、 

『
百

家

詩
選

』

余
讃

之

、

見
其

取

張

砧

「
恵

山
寺

」

詩

〈
泉
聲

到

池
壼

、

山
色

上
櫻

多

〉

而
不

取

「
孤

山
寺

 

 

詩
」
 

〈
櫻

毫
讐

碧

器
、

一
径

入
湖

心
。

不
雨

山

長
潤

、

無

雲
水

自

陰
。

断

橋
荒

蘇

澁
、

空
院

落

花
深

。
猶

憶

西

窓
月

、

鐘
聲

在
北

 

 

林
〉
。 

(
中

略
)

不

知
意

果

如

何
耳

。

 

こ

の
よ
う

に
無
名

の
坐

客

た

ち
が

推

賞

し
た
詩

が
後

の
詩

句
圖

・
詩
格

・
詩

話

な
ど

に
も
供

せ
ら

れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

は
注

目

さ

れ

る
。

 

同

様

に

こ
れ

を
詩
格

の
書

に
求

め
る
と
、 

『
爽
職

子

詩

格
』

の

「
三
韻

膿
」

に
李

益

の

「
塞

下
曲

」

を
引

い
て

い
る
が
、 

『
槍

浪

詩

話

』
 

「
詩
燈

」

(『
詩
人
玉
屑
』
巻
二
)

に

「
有

律

詩

止

三
韻

者
」

と

し

て

こ
れ

を
引

用

し

て

い
る
。
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李
洪
宣

の

『
縁
情
手
鑑
詩
格
』
 

「
審
樹
法
」

に
は
方

干
の

「
旅
次
揚
州
寓
居
都

氏
林
亭
」

詩

の

〈
鶴
盤
遠
勢

投
孤
喚
、
蝉
曳
残
聲
過

別
枝

(鶴
は
遠
勢
に
盤
し
て
孤
娯
に
投
じ
、
蝉
は
淺
聲
を
曳
き
て
別
枝
を
過
る
)〉

を
引

い
て
い
る
が
、 

『
詩
話
総
亀
』
巻
十

一

「
雅

什
門
下
」

に
は
、
後
蜀

の
何
光
遠

の

『
鑑
戒
録
』

を
引

い
て

〈
方

干
詩
を
爲

る
に
句
を
練

り
て
、
字
字
功
有

り
、

人
云

へ
り
、 

《
鶴
盤

遠
勢
投
孤

喚
、
蝉
曳
残
聲
過
別
枝
》
〉
と

い
い
、 

『
詩
人

玉
屑
』
巻

三

「
唐
人
句
法
」 

「
詠
物
」

に
こ
の

一
聯
を
引
き
、 

『
能
改
齋
漫
録
』

巻

八

「
沿
襲
」

に
も

「
山
蝉
帯
響
穿
疎
戸
」

を

〈
前
輩

は
蘇
子
美

の
詩

の

《
山
蝉
帯
響
穿
疎
戸
、

野
蔓
延
青
入
破
窩

(山
蝉
響
を
帯
び
て
疎
戸

を
穿
ち
、
野
蔓
青
を
延
ば
し
て
破
歯
に
入
る
)
》

を
稻
ふ
る
も
、

蓋

し
唐

の
方

千

の
詩

の

《
鶴
盤
遠
勢
投
孤
喚
、

蝉
曳
残
聲
過
別
枝
》

に
出

づ
〉

と

い
う
。

 

ま
た
齊
己

の

『
風
騒
旨
格
』
 
「
詩
有

六
義

(三
日
比
)」

に
、
杜
牧

の

「鶴
」

詩

の

〈
丹
頂

西
施

の
頬
、
霜
毛

四
皓

の
髪
〉
を
引

い
て

い
る
が
、
 
『
詩
人
玉
屑
』
巻
十

に
陳
巖
肖

の

『
庚
漢

詩
話
』
を
引

い
て

く
鶴
を
詠
む
が
如
き

は

《
低
頭
乍
恐

丹
砂
落
、
歓

翅
常
疑
白
雪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ

鎮

(頭
を
低
く
せ
ば
乍
ち
恐
る
丹
砂
の
落

つ
る
を
、
翅
を
敏
む
れ
ば
常
に
疑
ふ
白
雪
の
鎖
す
か
と
)》

と
云

ふ
は
、
此
れ
白
樂

天

の
詩
な
り
。
 
《
丹

頂

西
施
頬
、
霜
毛

四
皓
髪
》

は
此
れ
杜
牧
之

の
詩

に
し
て
、

皆
格
卑
く

し
て
遠
韻
無
き

な
り
〉
と
見
え
る
。

 

こ
れ
ら

の
例

か
ら
も
、
唐
代

の
詩
格

の
書
が
後
世

の
詩
話
と
関
係
が
あ
る

こ
と
が
証

せ
ら
れ
る
が
、

こ
の
詩
格

の
書
が
初
学
者

や
貢

挙

の
受
験
者
だ
け
を
対
象

に
編

ま
れ
て

い
た
と
す
れ
ば
、

こ
れ

を
後

の
詩
話

へ
と
繋

げ
る

こ
と

は
甚
だ
困
難

で
あ

ろ
う
。

こ
れ

は
経
部

小
学
類

に
分
類
さ
れ
て
い
た
詩
格

の
書
が

『
新
唐
書
』

や

『
宋
史
』

に
な

っ
て
集
部
文
史
類

に
分
類
さ
れ
た
こ
と

に
象
徴
的

に
見

て
取

れ

る
よ
う
に
、
作

詩

の
為

の
参
考
書

を
求

め
る
初
学
者
や
貢
挙

の
受
験
者
だ
け
で
は
な

い
、
そ

こ
に
は
詩
を
論

じ
る

に
足
り
る
人

々
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ

ち

の
存
在

の
あ

っ
た

こ
と
を
考
え
ね
ば

な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
貢
挙

に
関
連
し
て
、
格
が
云

々
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ

る
。

『
唐
撫

言
』
巻
十

「
章
荘
奏
請
追
贈

不
及
第
人
近
代
者
」

で
は
、

方

干

に
つ
い
て

〈
幼

く
し
て
清
才
有
り

て
、

徐
凝

の
器
と
す

る

所

 
 
 
 
 
 

ヘ  へ

と
為

り
、
之

に
格

律
を
講

ふ
〉
と
記
し
て
い
る
。

こ
れ

は
徐
凝
が
貢
挙

を
目
指
す
幼

い
方

干
に
作
詩

の
手
ほ
ど
き
を
し
た
こ
と
を
い
う
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が
、

一
方
、

こ
の
貢
挙
と

は
無
縁

の
人

々
の
詩
文

に

つ
い
て
格
が
云

々
さ
れ

る
こ
と
が
あ

る
。
睦
州
刺
史

の
任

に
あ

っ
た
四
十

四
歳

の

杜
牧

は

「
刑
部
崔
尚
書

に
上
る

の
状
」
(『
焚
川
文
集
』
巻
十
六
)
の
冒
頭
、 

〈
某
、
流
輩

に
比
し
て
、

疎
潤
傭

怠
に
し
て
趨
饗
す

る
と

こ

ろ
を
知
ら
ず

し
て
、
唯
だ
書

を
讃
む
を
好
む
も
忘
れ

る
こ
と
多

く
、
文
を
爲

り
て
は
格
卑

し
〉
と
謙
辞

で
は
あ
る
が
、
自
分

の
文

の
評

価

に

〈
格
〉

を
使
用

し
て
い
る
。
ま
た

『
唐
掠
言
』
巻
十

「
海
叙

不
遇
」

に
も

〈
閾

廷
言

は
豫
章

の
人
な
り
。
文
格
高
絶

に
し
て
、
威

通
中
、
初

め
來
鵠
と
名
を
齊

し
く
す
〉

と
あ
り
、

ま
た
同
巻

く
周
賀
少
く

し
て
浮
圖

に
從

ひ
、
法
名

は
清
塞
、
挑
合

に
遇

ひ
て
初

に
反

る
。
詩
格
清
雅

に
し
て
、
頁
長

江

・
無
可
上
人
と
名

を
齊

し
く
す
〉
と
あ

る
。

こ

の
よ
う
に
詩
文

の
格
が
云

々
さ
れ

る
の
は
そ

ん
な

に

古
く

は
な

い
よ
う
で
、

こ
れ
も
詩
格

の
発
展
と
関
連
す
る
事
象
と

し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
前
述

の
如
く
、
詩
格

に
対
す
る
関
心
が
既
に

貢

挙
を
受
験
す
る
者

た
ち
だ
け

に
止
ま
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
を
裏
付
け

る
有
力

な
証
左

と
成
り
得

よ
う
。

中晩唐五代の詩格の背景について

註ω
 
二
〇
〇
〇
年
十

一
月
十

一
日
、
京
都
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
東
山

 
之
會
で
川
合
康
三
氏
は

「
中
國

の
恋
愛
文
学
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
研

 
究
発
表

で
、

中
国
古
典
文
学
に
欠
如
し
て

い
る

テ
ー

マ
は

「
恋
愛
文

 
学
」

と
と
も
に

「
児
童
文
学
」
が

挙
げ
ら
れ
る

こ
と
を

指
摘
し
て
い

 

る
。

②

北
宋
、
銭
易

の

『
南
部
新
書
』
巻
四
に
も
次
の
よ
う

に
記
す
。

 
 
 
嚴
渾
宇
子
重
、
善
爲
詩
、
與
杜
.牧
友
善
。
皮
陸
常
愛
其
篇
什
、
有

 
 
 
詩
云
、
春
光
再
再
蹄
何
庭
、

向
花
前

把

一
杯
。

蓋
日
間
花
花
不

 
 
 
語
、
爲
誰
零
落
爲
誰
開
。
七
上
不
第
、
卒
於
呉
中
。

 
 
な
お
こ
の
詩
は
後
蜀
、
章
穀
編

『
才
調
集
』
巻
十
に
雑
詩
十
首
の
其

 

二
と
同
じ
で
あ
る
が
、

「
無
名
氏
」
の
作
と
し
て
収
め
る
。

 
 
杜
牧

の

「和
嚴
揮
秀
才
落
花
」
詩
は
左
記
の
如
く
、
皮

日
休
が
引
用

 
す
る
嚴
悸
の
詩
と
韻
字
を
同
じ
く
す
る
次
韻
詩
で
あ
る
。
但
だ
こ
の
詩

 
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
も
信
頼
が
置
け
る

『
奨
川
集
』
で
は
な
く
、
や

 
や
時
代
が
降

っ
て
唐
末

に
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

『
焚
川
外
集
』
に

 
収
め
ら
れ
て
お
り
、
皮
日
休
引
用
詩
と
比
べ
て
、
内
容
的
に
か
な
り
同

 
質

の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
却

っ
て
不
安

に
さ
せ
る
も

の
が
あ

る
。

 
 
 
共
惜
流
年
留
不
得
、
且
環
流

水
酵
流
杯
。
無
情
紅
盤
年
年
盛
、
不

 
 
 
恨
凋
零
却
恨
開
。

㈹
 
杜
牧
が
池
州
刺
史
か
ら
睦
州
刺
史

に
遷

っ
た
の
は

〈
會
昌
五
年

(八

 

四
五
)〉

で
は
な
く
、

翌
年

(
八
四
六
)
の
九
月
で
、

抗
州
刺
史
に
遷

 

っ
た
の
は
そ
の

〈
後
四
年
〉

の
大
中
七
年

(
八
五
〇
)

の
秋
で
あ

っ
た

 

こ
と
は
、

繹
鍼
氏
の

『
杜
牧
傳
』
 

(
一
九
八
〇
年
 
人
民

文
学

出
版
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社
)
に
詳
し
い
。

ω
 
北
宋

の
敏
陽
脩

(
一
〇
〇
七
-

一
〇
〇
七
)
も

『
六

一
詩
話
』
の
中

 

で
晩
唐

の
鄭
谷

(
八
五

一
?
1
九

一
〇
?
)

に
つ
い
て
述

べ
つ
つ
、
自

 
ら

の
幼
少
期

の
読
書
体
験
を
語

っ
て
い
る
。

 
 
 
鄭
谷
詩
名
盛
於
唐
末
、
號
雲
墓
編
、
而
世
俗
但
構
其
官
爲
鄭
都
官

 
 
 
詩
。

其
詩
極
有
意
思
、

亦
多
佳
句
。

但
其
格
不
甚
高
、

以
其
易

 
 
 
曉
、
人
家
多
以
教
小
児
。
余
爲
見
時
、
猶
論
之
、
今
其
集
不
行
於

 
 
 
世
 
。

 
 
ま
た

『全
唐
文
』
巻
七
百
二
十
四
、
李
陥

の

「
題
恵
山
寺
詩
序
」
に

 
も
次

の
よ
う
な
作
詩

に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

 
 
 
太
和

五
年

(
八
三

一
)

四
月
、
予
自
江
東
將
西
飼
溶
陽
、
路
出
錫

 
 
 
邑
。
困
疑
業
於
恵
山
寺
、
居
三
歳
。
其
所
調
念
左
氏
春
秋

・
詩

・

 
 
 
易
及
司
馬
遷
班
固
史

・
屈
原
離
騒

・
荘
周

・
韓
非
書
記
及
著
歌
詩

 
 
 
歎
百
篇
。
其
詩
凡
言
山
中
事
者
、
悉
記
之
於
屋
壁
。

⑤

 

『太
平
廣
記
』
巻

一
百
八
十

一
「
貢
墨

四
」
は

〈
程
式
〉
を

〈
程

 
試
〉

に
作
る
。

⑥

 

『全
唐
五
代
詩
格
校
考
』
(
一
九
九
六
年
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
)
.

 

『
全
唐
五
代
詩
格
彙
考
』 
(
二
〇
〇

二
年
 
江
蘇
古
籍
出
版
社
)
。

ω
 
前
掲
註
⑥

「
詩
格
論

(代
前
言
)
」
参
照
。

⑧
 
 『
日
本
国
見
在
書
目
録
解
説
稿
 
附
同
書
目
録
索
引
』 
(
一
九

五
六

 
年
初
版
 

一
九
七
六
年
再
版
 
小
宮
山
出
版
)
。

⑨
 
羅
根
澤

『中
國
文
學
批
評
史
』
「
第
四
篇
 
晴
唐
文
學
批
評
史
」
「
第

 

二
章
詩
格

(
上
Y

一 

詩
格
的
爾
個
時
代
」
(典
文
出
版
社
 

一
九
六

 

一
年
十

一
月

一
日
郭
紹
虞
序
)

⑩
 
前
掲
註
⑥

「
詩
格
論

(代
前
言
)
」
参
照
。

ω
 
今
村
与
志
雄
氏

は

『
酉
陽
雑
姐
』
 
(
一
九
八

一
年
 
平
凡
社

東
洋

 
文
庫
四
〇
四
)
第
五
冊
、
第

一
△

二
頁

の

「逸
文
」
の
第
九
項
に
こ
の

 
記
事
を
掲
げ
、
註
⑫
で
こ
れ
が
伏
文
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
な
お

 
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
記
載
は

『
全
唐
詩
話
』
巻
四
に
も
見
え
る
。

⑫
 
宋
、
葉
廷
珪

『
海
録
辞
事
』
巻
十
九

「
文
學
部
下
」

「
詩
門
」
に
も

 
簡
略
な
記
事
が
あ
り
、
明
、
胡
震
亨

『唐
音
癸
籔
』
巻
二
九

に
も
次

の

 
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

 
 
 
韻
牒
始
段
成
式
。
段
押
句
好
押
窮
韻
、
悪
韻
。
其
平
聲
好
韻
不
僻

 
 
 
者
、
書
竹
簡
、
零
爲
韻
牒
。
又
有
逓
聯
、
細
斑
竹
爲
之
、
以
白
金

 
 
 
鎖
首
、
如
茶
挾
形
、
分
客
以
免
互
送
之
煩
、
今
韻
牌
之
類
是
也
。

⑬
 
こ
の

「
句
枝
」

に
つ
い
て
は
宋
、

劉
才
郡

『
樵
渓
居
士
集
』

巻
ニ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ  へ

 

「
和
彰
伯
荘
韻
奉
酬
彰
公
達
」
詩

に

〈
句
枝
到
手
詩
巳
就
、
四
坐
傭
首

 
甘
罰
胱
〉
と
い
う
句
が
あ

る
。

⑭
 
蒋
寅

『
大
暦
詩
人
研
究
』
上
編

「
第

一
章

・
九
飽
防
、
顔
眞
卿
與
大

 
暦
雨
漸
聯
唱
詩
會
」 
(
一
九
九
五
年
 
中
華
書
局
 
中
国
社
会
科
学
院

 
青
年
学
者
文
庫
)

及
び
頁
替
華

『
唐
代

集
會
総
集

與
詩
人
群
研
究
』

 

(
二
〇
〇

一
年

北
京
大
學
出
版
社
)
参
照
。

⑮
 
 『太
平
廣
記
』
巻
二
百
三

「
王
中
散
」
の
項

に
も

『
耳
目
記
』
を
引

 

い
て
次

の
よ
う
な
話
を
記
し
て
い
る
。

 
 
 
張
道
古

(
九
〇
八
残
)
與
相
善
、
毎
欽
其
道
藝
。
傳
著
王
逸
人
傳

 
 
 
爲
此
也
。
道
古
名
睨
博
學
善
古
文
、
讃
書
萬
巻
而
不
好
爲
詩
。
曾

 
 
 
在
張
楚
夢
座
上
、
時
久
早
、
忽
大
雨
。
衆
賓
皆
喜
而
詠
之
。
道
古

 
 
 
最
後
方
成
絶
句
日
、

山几
陽
今

己
久
、

喜
雨
自
雲
傾
。 

一
黙
不
斜

30



中晩唐五代の詩格の背景について

 
 
 
去
、
極
多
時
下
成
。
坐
客
重
其
文
學
之
名
而
晒
其
詩
之
拙
也
。

⑯
 
拙
論

「
段
成
式

の

『寺
塔
記
』
所
収

の
聯
句
に
つ
い
て
」 
(
二
〇
〇

 

一
年
 
帝
塚
山
学
院
大
学
中
国
文
化
研
究
会

『
中
国
文
化
論
叢
』
第

一

 
〇
号
所
収
)
参
照
。

⑰
 
因
み
に
、
張
結
の

「
夕
次
桐
盧
」
 
(『全
唐
詩
巻
五
百
十
』)

の
第

二

 
聯
に
は

〈
晩
潮
風
勢
急
、
寒
葉
雨
聲
多
〉
と
あ
る
。

⑱
 
張
伯
偉

「
摘
句
論
」
 
(原
載

『文
學
評
論
』

一
九
九
〇
年
第
三
期

 

二
〇
〇
〇
年

『
中
國
詩
學
研
究
』
所
収
 
遼
海
出
版
社
)
。

⑲
 
那
波
利
貞
氏
は

「
唐
紗
本
雑
抄
考

ー
唐
代
庶
民
教
育
史
研
究

の

一

 
資
料
ー
」

(
『
支
那
學
』

第
十
巻

特
別
号

 

一
九
四
二
年

小
島
本
田
二

 
博
士
還
暦
記
念
号
 

一
九
六
九
年
弘
文
堂
復
刻
版
)
と
題
す
る
論
文
に

 
於
い
て
、
当
時

の
敦
燈
寺
院
を
中
心
と
し
た
庶
民
の
教
育

の
実
態
を
敦

 
煙
文
献
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
資
料
は
中
唐

 
初
期
か
ら

中
唐
末
期
に
作
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
那
波
氏
が

推
定

 
す

る

「雑
抄

(
P
二
七
二

一
) 

一
名
珠
抄
 
二
名
盆
知
文
 
三
名
随
身

 
寳
)
」
と

い
う
文
書
が
あ
り
、
そ
の
第
六
十
行
め
に
『
文
場
秀
』
(
孟
憲
子

 
作
)
と
い
う
書
名
が
見
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

 
 
 

『
文
場
秀
』
も
亦
文
章

の
教
科
書
ら
し
い
。 
『
日
本
國
見
在
書
目

 
 
 
録
』
小
學
條
に

『文
場
秀
句
』

一
巻

の
著
録
あ
れ
ど
も
撰
者
の
名

 
 
 
を
記
さ
ぬ
。 
『
新
唐
書
』
藝
文
志
、
丁
部
に
王
起
文
場
秀
句

一
巻

 
 
 
あ
り
、
巻
数
も
書
名
も
同
で
あ
る
か
ら

『
日
本
國
見
在
書
目
録
』

 
 
 
所
見

の

『
文
場
秀
句
』
は
此

の
王
起

の
撰
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

 
 
 
既

に

『
文
場
秀
句
』
が
王
起

の
撰
な
る
上
は

『
雑
抄
』
所
見

の
孟

 
 
 
憲
子
撰
の

『
文
場
秀
』
は
全
く
別
種
の
書
籍
た
る
に
相
違
な
い
が

 
 
 
文
場
と
は
官
吏
登
庸
試
験
場
の
意
と
も
解
し
得
ら
る
れ
ば
、
登
庸

 
 
 
試
験
そ
れ
も
普
通
文
官
登
庸
試
験
た
る
郷
試
に
て
敷
用
あ
る
べ
き

 
 
 
受
験
準
備
書
た
る
を
知
る
べ
く
、
先
づ
名
文
句
の
集
、
模
範
文
集

 
 
 
と
も
稻
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が
、
郷
試
準
備
用
の
こ
と
と
て
そ

 
 
 
の
程
度
は
割
合
に
低
く
、
普
通
激
育
の
作
文
の
教
科
書
と
し
て
も

 
 
 
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

 
 
ま
た
嚴
耕
望
氏
の
山
水
寺
院
に
於
け
る
知
識
人
の
読
書
に
着
目
し
た

 

「唐
人
讃
書
山
水
寺
院
之
風
尚
」
 
(
一
九
五
九
年

『中
央
研
究
 
院
歴

 
史
語
言
研
究
集
刊
』
第
三
十
本
 
下
冊
)
も
参
照
さ
れ
た
し
。

⑳
 
 『唐
人
選
唐
詩
十
種
』 
(中
華
書
局
上
海
編
輯
所
 

一
九
五
八
年

 
北
京
中
華
書
局
景
排
印
本
)
。

 
 

『唐
人
選
唐
詩
新
編
』
 
(
一
九
九
六
年
 
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
)
。

 
 
ま
た
日
本
の
唐
人
選
唐
詩
に
関
す
る
研
究
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

 
る
。

 
 
中
沢
希
男

「
中
興
聞
氣
集
考
」

(
一
九
六
二
年

『
群
馬
大
學
紀
要

 
人
文
科
學
編
』
第
十

一
巻
)
。

 
 
小
川
昭

一

「
唐
人
選
唐
詩
に
つ
い
て
」
 
(『全
唐
詩
雑
記
』

所
収

 

一
九
六
九
年
 
彙
文
堂
書
店
)
。

 
 
中
沢
希
男

「
唐
人
選
唐
詩
考
」
 
(
一
九
七
二
年

『
群
馬
大
学
教
育
学

 
部
紀
要
』

「
人
文

・
社
会
科
学
編
」
第
二
十
二
巻
所
収
)。

⑳
 
陳
尚
君

『
唐
代
文
學
叢
考
』 
(
一
九
九
七
年
 
中
國
社
會
科
學
出
版

 
社
)
所
収
。

㈱
 
書
名
に
関
し
て
は
、
前
掲
註
鋤
、
中
沢
希
男

「
中
興
聞
氣
集
考
」
を

 
参
照
。
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㈱
 

拙
論

「
令
狐
楚
を
通
し
て
見

る
元
和

の
文
学
」

(
二
〇
〇

二
年

創

 
文
社

『
中
国
読
書
人

の
政
治
と
文
学
』
所
収
)
参
照
。

⑳
 
中
沢
希
男
氏
は
前
掲
註
⑳

「
中
興
聞
氣
集
考
」

で

『
極
玄
集
』

が

 

『中
興
聞
氣
集
』

の
主
張
を
継
ぎ

一
層
そ
れ
を
明
白
に
す
る
目
的
で
編

 
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

 
 

『
又
玄
集
』

に
つ
い
て
は
川
北
泰
彦
氏

の

「
『
又
玄
集
』

編
纂
時
に

 
お
け
る
章
荘
」
 
(
一
九
七
五
年
 
九
州
大
学

『
文
學
研
究
』
第
七
十
二

 
輯
)
・
拙
論

「
章
荘
的
文
學
及
其
時
代
 
ー
關
干

『
又
玄
集
』

的
編
鋼

 
意
圖
ー
」
 
(
一
九
九
八
年
韓
國
順
天
郷
大
學
校
人
文
科
學
研
究
所

『
人

 
文
科
學
論
叢
』
第
六
輯
)
参
照
。

㈲
 
清

の
何
悼
は

『
御
覧
詩
』

の
践
文

に

〈
此
書
又
在

『
間
氣
集
』

之

 
下
、
大
抵
大
歴
以
還
悪
詩
葦
於
是
 
〉
 
〈
此
書
所
采
大
都
意
凡
文
弱
、

 
流
淡
無
味
殆
可
當
準
勅
悪
詩
耶
〉
と
酷
評
す

る

(
一
九

八
九
年
 
上
海

 
古
籍
出
版
社
 
傳
増
湘

『藏
園
璽
書
題
記
』
巻
十
九

「
集
部
九

・
総
集

 
類

・
断
代
」
参
照
)
。

㈱
「 

『
唐
詩
紀
事
』

巻

二
十
九

「
干
鵠
」
、 
『滅
奎
律
髄
』

巻
三
十

「
邊

 
塞
類
 」
は

「
送
客
遊
邊
」
に
作

っ
て
い
る
。

鋤
 
 『
文
苑
英
華
』
巻
二
百
九
十
三

「
行
適
五
」
及
び

『唐
詩
紀
事
』
巻

 
四
十
三

「
李
宣
遠
」
は

「
井
州
路
作
」

に
作

っ
て

い
る
。 

『
樂
府
詩

 
集
』
巻
九
十
三

「
新
樂
府
僻
」

「
樂
府
雑
題
」

で
は

「
塞
下
」

に
作

 
り
、
李
宣
遠

の
作
と
し
て
い
る
。

㈱
 
京
都
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
て
い
る
東
山
之
會
で
は
二
〇
〇
四
年

二

 
月
ま
で

『御
覧
詩
』

の
訳
註

(顧
況

「
題
葉
道
士
山
房
」
ま
で
)
を
行

 

っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
川
合
康
三
氏
は
こ
の
よ
う
に
詩
題
が

一
般
化
さ

れ
て
い
る
事
象

の
有

る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
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